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通信、サービス、偏向のない言語、および

その他の情報

•シスコからタイムリーな関連情報を受け取るには、Cisco Profile Managerでサインアップ
してください。

•重要な技術によりビジネスに必要な影響を与えるには、シスコサービスにアクセスしてく
ださい。

•サービスリクエストを送信するには、Cisco Supportにアクセスしてください。

•安全で検証済みのエンタープライズクラスのアプリケーション、製品、ソリューション、
およびサービスを探して参照するには、Cisco Marketplaceにアクセスしてください。

•一般的なネットワーキング、トレーニング、認定関連の出版物を入手するには、CiscoPress
にアクセスしてください。

•特定の製品または製品ファミリの保証情報を探すには、Cisco Warranty Finderにアクセス
してください。

マニュアルに関するフィードバック

シスコのテクニカルドキュメントに関するフィードバックを提供するには、それぞれのオンラ

インドキュメントの右側のペインにあるフィードバックフォームを使用してください。

Ciscoバグ検索ツール

Ciscoバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理する Ciscoバグ追跡システムへのゲートウェイとして機能する、Webベースのツール
です。BSTは、製品とソフトウェアの問題に関する詳細な情報を提供します。

偏向のない言語

この製品のマニュアルセットは、偏向のない言語を使用するように配慮されています。このド

キュメントセットでの偏向のない言語とは、年齢、障害、性別、人種的アイデンティティ、民

族的アイデンティティ、性的指向、社会経済的地位、およびインターセクショナリティに基づ

く差別を意味しない言語として定義されています。製品ソフトウェアのユーザーインターフェ
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イスにハードコードされている言語、基準ドキュメントに基づいて使用されている言語、また

は参照されているサードパーティ製品で使用されている言語によりドキュメントに例外が存在

する場合があります。
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第 1 章

概要

•はじめに（1ページ）
•設置ワークフロー（1ページ）

はじめに
このガイドでは、Microsoft Hyper-VにCisco HyperFlex Systemをインストールし、設定する方法
について説明します。

VMware ESXiに Cisco HyperFlex Systemをインストールする場合は、https://www.cisco.com/c/en/
us/support/hyperconverged-systems/hyperflex-hx-data-platform-software/
products-installation-guides-list.htmlにあるインストールガイドを参照してください。

Cisco HyperFlex Systems for Edge (リモートオフィスおよびブランチオフィス)をインストール
するには、https://www.cisco.com/c/en/us/support/hyperconverged-systems/
hyperflex-hx-data-platform-software/products-installation-and-configuration-guides-list.htmlにある展
開ガイドを参照してください。

設置ワークフロー
次の図と表は、インストールワークフローの概要を説明しています。
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参考資料説明タスク

ラック設置型 Cisco HyperFlex
ノード（125ページ）を参照し
てください。

HyperFlexノードをラックし、
Cisco UCSファブリックイン
ターコネクト（FI）をセット
アップします。

インストール前

インストール前の作業（18
ページ）

インストール前のチェックリ

ストに記入します。

HXData Platformインストーラ
の展開（21ページ）

Hyper-Vクラスタの展開（29
ページ）

Microsoft Hyper-V Managerを
使用して HX Data Platformイ
ンストーラを展開します

HXデータプラットフォーム
インストーラを使用してCisco
UCS Managerを設定します。

Windows Serverと Hyper Vを
インストールし、HXデータ
プラットフォームを展開し

て、最初のクラスタを作成し

ます。

Windows Serverと Hyper Vを
インストールし、HXデータ
プラットフォームを展開し

て、最初のクラスタを作成し

ます。

インストール
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参考資料説明タスク

クラスタ拡張—コンバージド
ノード（75ページ）

最初のデータストアの作成

（46ページ）

HXクラスタ設定後のタスク。インストール後
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第 2 章

インストール前の情報

•インストール前の情報（5ページ）

インストール前の情報
インストールを容易にするため、インストール中に必要となる次の情報を収集します。

グローバル情報

DNS Server 1Cisco UCS Managerバージョ
ン

DNS Server 2NTPサーバ1

ドメイン名 (AD)NTPサーバ2

SCVMMホスト[タイムゾーン（Time Zone）]

SMTP

ファブリックインターコネクトの情報

説明パスワード

（Password）
ユーザ名

（Username）
ホスト名IPアドレスコンポーネン

ト

adminFI-VIP

adminFI-A

adminFI-B
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説明パスワード

（Password）
ユーザ名

（Username）
ホスト名IPアドレスコンポーネン

ト

少なくとも 1
ip prの状態で
FI mgmtと同
じサブネット

である必要が

あります。HX
ノード

IP-Ext-Mgmt：
（範囲）

EXT mgmtと
FI mgmt

サブネット

EXT mgmtと
FI mgmt

デフォルト

ゲートウェイ

HXインス
トーラ

HXインス
トーラサブ

ネット

HXインス
トーラゲート

ウェイ

HXインストーラ情報

MACプールプレフィックス（00:25:B5）

表 1 : HXノードのホスト名:ノード 1

ユーザーエントリフィールド名ユーザーエントリフィールド名

データサブネットマス

ク：

ホスト名：

データデフォルトゲー

トウェイ：

ノード管理 IP：

（オプション）ライブ移

行 IP：
管理サブネットマスク：

ライブ移行：サブネット管理デフォルトゲート

ウェイ：

ライブ移行：サブネットノードデータ IP
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ユーザーエントリフィールド名ユーザーエントリフィールド名

ライブ移行デフォルト

ゲートウェイ：

HXコントローラデータ
IP

表 2 : HXノードのホスト名:ノード 2

ユーザーエントリフィールド名ユーザーエントリフィールド名

データサブネットマス

ク：

ホスト名：

データデフォルトゲー

トウェイ：

ノード管理 IP：

（オプション）ライブ移

行 IP：
管理サブネットマスク：

ライブ移行：サブネット管理デフォルトゲート

ウェイ：

ライブ移行：サブネットノードデータ IP

ライブ移行デフォルト

ゲートウェイ：

HXコントローラデータ
IP

表 3 : HXノードのホスト名:ノード 3

ユーザーエントリフィールド名ユーザーエントリフィールド名

データサブネットマス

ク：

ホスト名：

データデフォルトゲー

トウェイ：

ノード管理 IP：

（オプション）ライブ移

行 IP：
管理サブネットマスク：

ライブ移行：サブネット管理デフォルトゲート

ウェイ：

ライブ移行：サブネットノードデータ IP

ライブ移行デフォルト

ゲートウェイ：

HXコントローラデータ
IP
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表 4 : HXノードのホスト名：ノード 4

ユーザーエントリフィールド名ユーザーエントリフィールド名

データサブネットマス

ク：

ホスト名：

データデフォルトゲー

トウェイ：

ノード管理 IP：

（オプション）ライブ移

行 IP：
管理サブネットマスク：

ライブ移行：サブネット管理デフォルトゲート

ウェイ：

ライブ移行：サブネットノードデータ IP

ライブ移行デフォルト

ゲートウェイ：

HXコントローラデータ
IP

表 5 : HXノードのホスト名：ノード 5

ユーザーエントリフィールド名ユーザーエントリフィールド名

データサブネットマス

ク：

ホスト名：

データデフォルトゲー

トウェイ：

ノード管理 IP：

（オプション）ライブ移

行 IP：
管理サブネットマスク：

ライブ移行：サブネット管理デフォルトゲート

ウェイ：

ライブ移行：サブネットノードデータ IP

ライブ移行デフォルト

ゲートウェイ：

HXコントローラデータ
IP

表 6 : HXノードのホスト名：ノード 6

ユーザーエントリフィールド名ユーザーエントリフィールド名

データサブネットマス

ク：

ホスト名：
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ユーザーエントリフィールド名ユーザーエントリフィールド名

データデフォルトゲー

トウェイ：

ノード管理 IP：

（オプション）ライブ移

行 IP：
管理サブネットマスク：

ライブ移行：サブネット管理デフォルトゲート

ウェイ：

ライブ移行：サブネットノードデータ IP

ライブ移行デフォルト

ゲートウェイ：

HXコントローラデータ
IP

表 7 : HXノードのホスト名：ノード 7

ユーザーエントリフィールド名ユーザーエントリフィールド名

データサブネットマス

ク：

ホスト名：

データデフォルトゲー

トウェイ：

ノード管理 IP：

（オプション）ライブ移

行 IP：
管理サブネットマスク：

ライブ移行：サブネット管理デフォルトゲート

ウェイ：

ライブ移行：サブネットノードデータ IP

ライブ移行デフォルト

ゲートウェイ：

HXコントローラデータ
IP

表 8 : HXノードのホスト名：ノード 8

ユーザーエントリフィールド名ユーザーエントリフィールド名

データサブネットマス

ク：

ホスト名：

データデフォルトゲー

トウェイ：

ノード管理 IP：

（オプション）ライブ移

行 IP：
管理サブネットマスク：
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ユーザーエントリフィールド名ユーザーエントリフィールド名

ライブ移行：サブネット管理デフォルトゲート

ウェイ：

ライブ移行：サブネットノードデータ IP

ライブ移行デフォルト

ゲートウェイ：

HXコントローラデータ
IP

表 9 : Microsoftクラスタ名

ユーザーエントリフィールド名ユーザーエントリフィールド名

データサブネットマス

ク：

ホスト名：

データデフォルトゲー

トウェイ：

ノード管理 IP：

（オプション）ライブ移

行 IP：
管理サブネットマスク：

ライブ移行：サブネット管理デフォルトゲート

ウェイ：

ライブ移行：サブネットノードデータ IP

ライブ移行デフォルト

ゲートウェイ：

HXコントローラデータ
IP

表 10 : HX接続 UI

ユーザーエントリフィールド名ユーザーエントリフィールド名

データサブネットマス

ク：

ホスト名：

データデフォルトゲー

トウェイ：

ノード管理 IP：

（オプション）ライブ移

行 IP：
管理サブネットマスク：

ライブ移行：サブネット管理デフォルトゲート

ウェイ：

ライブ移行：サブネットノードデータ IP
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ユーザーエントリフィールド名ユーザーエントリフィールド名

ライブ移行デフォルト

ゲートウェイ：

HXコントローラデータ
IP

表 11 : HXファイルクラスタ名

ユーザーエントリフィールド名ユーザーエントリフィールド名

データサブネットマス

ク：

ホスト名：

データデフォルトゲー

トウェイ：

ノード管理 IP：

（オプション）ライブ移

行 IP：
管理サブネットマスク：

ライブ移行：サブネット管理デフォルトゲート

ウェイ：

ライブ移行：サブネットノードデータ IP

ライブ移行デフォルト

ゲートウェイ：

HXコントローラデータ
IP

VLAN情報

選択された VLAN IDデフォルト VLAN ID名前利用

3091hx-inband-mgmt管理

3092hx-storage-dataストレージデータ

3093hx-livemigrateライブマイグレーショ

ン

3094vm-networkVMネットワーク

Hyper-V情報

HXクラスタ名

Hyper-Vクラスタ名

制約付き委任

識別名
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hxadminパスワード
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第 3 章

インストール前チェックリスト

•システム要件（13ページ）
•注意事項と制約事項（17ページ）
•インストール前の作業（18ページ）

システム要件

ハードウェア要件

説明要件：

Cisco HyperFlex M5コンバージドノード：1

•すべてのフラッシュ：Cisco HyperFlex HXAF240c
M5、HXAF220c M5

•ハイブリッド：CiscoHyperFlexHX240cM5、HX220c
M5、HX240c-M5L

Cisco HX Data Platformサーバ

Cisco UCSファブリックインターコネクト (FI) 6200お
よび 6300

4.0 (1b)以降、Cisco UCSファブリックインターコネク
ト (FI) 6400

Cisco UCSファブリックインターコ
ネクト（FI）

1 Hyper-VのサポートはM5サーバに限定されます。

Microsoft Hyper-Vのソフトウェア要件 - 4.5(x)リリース
ソフトウェア要件には、互換性のある Cisco HyperFlex System（HX）コンポーネントおよび
Microsoft Hyper-V（Hyper-V）コンポーネントのバージョンを使用していることを確認するた
めの検証が含まれています。
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HyperFlexソフトウェアのバージョン

HXコンポーネント（Cisco HX Data Platformインストーラ、Cisco HX Data Platform、および
Cisco UCSファームウェア）は、別個のサーバーにインストールされます。HXストレージク
ラスタ内で使用される各サーバーの各コンポーネントに互換性があることを確認します。イン

ストール要件および手順に関する詳細は、『Microsoft Hyper-Vの Cisco HyperFlexシステムイ

ンストールガイド』を参照してください。

表 12 : Hyper-V上のM5サーバー用の認定サーバーファームウェア

M5認定サーバーファームウェアHyperFlexリリース

4.1(3f)4.5(2e)

4.1(3f)4.5(2d)

4.1(3f)4.5(2c)

4.1(3f)4.5(2b)

4.1(3f)4.5(2a)

4.1(3f)4.5（1a）
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表 13 :サポートされるMicrosoftソフトウェアバージョン

バージョンMicrosoftコンポーネント

Windows Server 2016 Datacenter Datacenter Coreおよび Desktop
Experience。

Windows Server 2016 Datacenter Core & Desktop
Experienceでは、Windows 2016 ISOイメージは少
なくとも Update Build Revision (UBR) 1884である
必要があります。

（注）

Windows Server 2019 Datacenter-デスクトップエクスペリエン
スは、HXDP 4.0.1 (a)以降からサポートされています。

Windows Server 2019 Desktop Experienceでは、
Windows 2019 ISOイメージは少なくとも Update
Build Revision (UBR) 107である必要があります。

（注）

Windows Server 2019 Datacenter-Coreは現在サポートされてい
ません。

また、以下は現在サポートされていないことに注意してくだ

さい。

ISOおよび Retail ISOをアクティベートした OEMは現在サ
ポートされていません。

Windows 2012r2などのWindows Serverの以前のバージョンは
サポートされていません。

ISOの英語以外のバージョンはサポートされていません。

Windowsオペレーティングシ
ステム（Windows OS）

Windows 2012以降のドメインおよびフォレスト機能レベルActive Directory

サポートされているMicrosoftライセンスエディション

1個以上の HyperFlexホストにインストールされているMicrosoft Windows Serverのバージョン
は、『Microsoftライセンス取得』に記載されているMicrosoftライセンス要件に従ってライセ
ンスが取得されている必要があります。

ネットワークサービス

説明ネットワークサービス

HX Platformには、Microsoft Active Directoryおよび Active Directory統
合 DNSが必要で、クラスタの外側になければなりません。

スタンドアロン DNSサーバはサポートされていません。Windows以
外の DNSサーバはサポートされていません。

DNS
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説明ネットワークサービス

コントローラVMとホストの間で時刻が同期されていることを確認し
ます。このためには、ActiveDirectoryの時刻同期エンジンを使用しま
す。

HXデータプラットフォームインストーラから求められ
たときにActive Directoryドメイン名をNTPサーバとして
使用していることを確認します。

注目

HyperFlexクラスタ内のすべての現用系ディレクトリサー
バーをネストしないでください。現用系ディレクトリは

HyperFlexクラスタの外部に存在する必要があります。こ
れにより、クラスタで問題が発生した場合でも認証を行

うことができます。

（注）

アクティブディレクトリをNTPサーバとして使用してい
る場合、NTPサーバがMicrosoftベストプラクティスに
従って設定されていることを確認してください。詳細に

ついては、『Windows Time Service Tools and Settings』を
参照してください。NTPサーバが適切に設定されていな
い場合、同期が行われず、クライアント側で時間同期を

修正する必要が発生する可能性があります。詳細につい

ては、『Synchronizing ESXi/ESX time with a Microsoft
Domain Controller』を参照してください。

（注）

NTP

ポート要件

ネットワークがファイアウォールの背後にある場合、標準的なポート要件の他に、Microsoftで
は Hyper-V Managerと Hyper-Vクラスタ用のポートが推奨されます。次のファイアウォール
ポートが開いていることを確認します。

利用方向プロトコルポート番号

HX Data Platformイン
ストーラ

インバウンドHTTP/TCP80

HX Data Platformイン
ストーラ

インバウンドHTTPS/TCP443

hx-ext-mgmt IPプール
（HXノードごとに 1
つの IP）

インバウンド仮想キーボード/ビデ
オ/マウス（vKVM）/
TCP

2068

HX Data Platformイン
ストーラ

インバウンド/ア
ウトバウンド

SSH/TCP22
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利用方向プロトコルポート番号

インバウンド/ア
ウトバウンド

POP3/TCP110（セキュア POPポート
は TCP、995）

インバウンド/ア
ウトバウンド

IMAP4/TCP143（セキュア IMAPポート
は TCP、993）

メールサーバアウトバウンドSMTP/TCP25

DNSアウトバウンドDNS/TCP/UDP53（外部ルックアップ）

NTPアウトバウンドNTP/UDP123

SNMPインバウンドSNMPポーリング161

SNMPアウトバウンドSNMPトラップ162

HX Data Platformイン
ストーラ

インバウンドTCP8089

HXコントローラ VMインバウンドSMB 2445

HX CLI、HX Connect受信/送信HTTP/TCP5986

ポートの詳細については、『Cisco HX Data Platform Security Hardening Guide』の付録Aを参照
してください。

（注）

注意事項と制約事項
MicrosoftHyper-Vのインストールを最適に実行するには、次のガイドラインに従う必要があり
ます。

• UCSM 4.0.1iは、Hyper-Vリリース 4.5(x)用の Cisco HyperFlex Systemインストールで使用
します。

• HyperFlexノードをMicrosoft System Center 2016 Virtual Machine Manager（Windows VMM
2016）評価版に追加すると、エラーが発生します。この問題の解決策については、Microsoft
のヘルプ記事を参照してください。

•次の機能は現在のリリースでサポートされていません。

• SEDドライブ

•ネイティブ複製

• Cisco HyperFlex Edge
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注意事項と制約事項

https://www.cisco.com/c/dam/en/us/support/docs/hyperconverged-infrastructure/hyperflex-hx-data-platform/HX-Hardening_Guide.pdf
https://support.microsoft.com/en-us/help/4041074/update-rollup-4-for-system-center-2016-virtual-machine-manager
https://support.microsoft.com/en-us/help/4041074/update-rollup-4-for-system-center-2016-virtual-machine-manager


•ストレッチクラスタ

• Intersightベースの展開

• LAZおよび 8ノードを超えたスケール

• HX M4またはM6ハードウェア

•共有 VHDX/VHDセット

•一時停止状態ではないクラスタノード上で、Hyper-VReadyClone PowerShellスクリプ
トのみを使用します。

インストール前の作業
HyperFlexをインストールおよび展開する前に、次のものがインストールおよび設定されてい
ることを確認してください。

説明タスク

ラック設置型CiscoHyperFlexノード（125ペー
ジ）を参照してください

HyperFlexノードをラックします（Cisco UCS
ファブリックインターコネクトのセットアッ

プを含む）。

Cisco UCS Managerバージョン 4.1(2a)または
それ以降を使用していることを確認します。

サポートされている最新リリースについては、

『Release Notes for Cisco HX Data Platform』を
参照してください。

Cisco UCS Managerのバージョンを確認しま
す。

アップストリームスイッチを設定してネイティ

ブ以外の VLANに対応します。Cisco HX Data
Platformインストーラでは、デフォルトで
VLANは非ネイティブとして設定されます。

VLANの確認

インストールのために DNS Aおよび PTRレ
コードを追加する必要があります。DNSレコー
ドの追加（18ページ）を参照してください。

DNSレコードの追加

制限された委任の有効化（19ページ）を参照
してください。

Active Directoryのドメイン管理者の設定

DNSレコードの追加
インストールの失敗を防ぐため、インストール前に、DNS Aレコードと PTRレコードを追加
する必要があります。
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説明デバイス

各ホストについて、Aレコードと PTRレコードを追加
します。

Hyper-Vホスト

Aレコードのコントローラ VM IPアドレス。これは管
理 IPネットワーク上の eth0です。

コントローラノード

Windowsフェールオーバークラスタオブジェクト。Windowsフェールオーバークラスタ

クラスタ管理 IPアドレス。HX接続 UI

ご使用の環境で直接実行するPowerShellコマンドとして示されるレコードについては、本書の
DNSレコード（132ページ）セクションを参照してください。

制限された委任の有効化

制限付き委任を有効にするには、このトピックの手順を完了する必要があります。

制限付き委任は、Active Directoryにコンピュータを参加させる場合に使用します。HX Data
Platformインストーラを通じて、制約付きの委任情報を入力してください。制限された委任は、
手動で作成されたサービスアカウントを使用します。例: hxadmin。このサービスアカウント
は Active Directoryにログインし、コンピュータを参加させ、HyperFlex Storage Controller VM
から認証を実行するために使用されます。HyperFlexクラスタ内のすべてのノードに適用され
る Active Directoryコンピュータアカウントには、次のものがあります。

• Hyper-Vホスト

• HyperFlex Storage Controller VM

• Hyper-Vホストクラスタの名前空間

• HyperFlexクラスタのサーバメッセージブロック（SMB）共有の名前空間

ステップ 1 HXサービスアカウントとして hxadminドメインユーザアカウントを作成します。

ステップ 2 Active Directory（AD）に組織単位（OU）を作成します（例：HyperFlex）。

a) [Active Directoryユーザとコンピュータ（Active Directory Users and Computers）]管理ツールを使用し
て、OUを作成します。[表示（View）] > [高度な機能（Advanced Features）]を選択し、高度な機能を
有効にします。作成したOUを選択します。たとえば、[HyperFlex] > [プロパティ（Properties）] > [属
性エディタ（Attribute Editor）]です。

b) OUで識別名属性を探し、情報を記録します。この情報は、HXData Platform Installerウィザードの [制
約付き委任（Constrained Delegation）]ウィザードで必要となります。値は次のようになります。
OU=HyperFlex,DC=contoso,DC=com.

Get-ADOrganizationalUnitコマンドレットを使用して、組織ユニット（OU）オブジェクトを取得する
か、検索を実行して複数の OUを取得します。
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Get-ADOrganizationalUnit
[-AuthType <ADAuthType>]
[-Credential <PSCredential>]
-Filter <String>
[-Properties <String[]>]
[-ResultPageSize <Int32>]
[-ResultSetSize <Int32>]
[-SearchBase <String>]
[-SearchScope <ADSearchScope>]
[-Server <String>]
[<CommonParameters>]

ステップ 3 [Active Directoryユーザとコンピュータ（Active Directory Users and Computers）]管理ツールを使用して、
ユーザ hxadminに対し新しく作成した OUに対するフル権限を付与します。高度な機能が有効になってい
ることを確認します。有効になっていない場合は、手順 2に戻ります。

a) 作成した OUを選択します。たとえば、[HyperFlex] > [プロパティ (Properties)] > [セキュリティ
(Security)] > [詳細 (Advanced)]。

b) [所有者の変更（Change Owner）]をクリックし、hxadminユーザを選択します。

c) [詳細 (Advanced)]ビューで [追加 (Add)]をクリックします。

d) プリンシパルを選択し、hxadminユーザを選択します。[フルコントロール（FullControl）]を選択し、
[OK]をクリックします。

Cisco HyperFlex Systemsリリース 4.5インストールガイド（Microsoft Hyper-V用）
20

インストール前チェックリスト

制限された委任の有効化



第 4 章

インストール

•インストール作業の概要（21ページ）

インストール作業の概要
Microsoft Hyper-Vのインストールは次の手順で構成されます。

HX Data Platformインストーラの展開
HXData Platformインストーラ仮想マシンを作成するため、Microsoft Hyper-V Managerを使用
してHX Data Platformインストーラを展開します。

ステップ 1 Ciscoソフトウェアダウンロードサイトで、HX Data Platformインストーラの .vhdx zippedファイル
（例：Cisco-HX-Data-Platform-Installer-v4.5.1a-33133-hyperv.vhdx.zip）を探してダ
ウンロードします。

ステップ 2 ローカルコンピュータに ZIPフォルダを解凍し、HX Data Platformインストーラをホストする Hyper-V
ホストに .vhdxファイルをコピーします。例：
\\hyp-v-host01\....\HX-Installer\Cisco-HX-Data-Platform-Installer-v4.5.1a-33133-hyperv.vhdx

ステップ 3 Hyper-V Managerで Hyper-Vサーバの 1つに移動します。

ステップ 4 Hyper-Vサーバを選択し、右クリックして、[新規（New）] > [仮想マシンを作成（Create a virtual
machine）]を選択します。[Hyper-V Manager新規仮想マシン（Hyper-V Manager New Virtual Machine）]
ウィザードが表示されます。
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ステップ 5 [始める前に（Before you Begin）]ページで、[次へ（Next）]をクリックします。
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ステップ 6 [名前とロケーションの指定（Specify Name and Location）]ページで、仮想マシン設定ファイルが保存さ
れる仮想マシンの名前と場所を入力します。[次へ（Next）]をクリックします。

ベストプラクティスとして、VMと .vhdxファイルを一緒に保存します。（注）

ステップ 7 [世代の指定（Specify Generation）]ページで [第 1世代（Generation 1）]を選択します。[次へ (Next)]を
クリックします。第二世代を選択する場合、VMが起動しない可能性があります。
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ステップ 8 [メモリの割り当て（Assign Memory）]ページで、起動時のメモリの値を [4096 MB] に設定します。[次
へ（Next）]をクリックします。
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ステップ 9 [ネットワーキング設定（Configure Networking）]ページで、既存の仮想スイッチのリストから使用する
仮想マシンのネットワーク接続を選択します。[次へ（Next）]をクリックします。
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ステップ 10 [仮想ハードディスクの接続（Connect Virtual Hard Disk）]ページで [既存の仮想ハードディスクを使用
する（Use an existing virtual hard disk）]を選択し、Hyper-Vホストで .vhdxファイルが含まれているフォ
ルダを参照します。[次へ（Next）]をクリックします。
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ステップ 11 [概要（Summary）]ページで、表示されているオプションのリストが正しいことを確認します。[Finish]
をクリックします。
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ステップ 12 VMが作成されたら、VMの電源をオンにし、GUIを起動します。

a) VMを右クリックし、[接続（Connect）]を選択します。
b) [アクション（Action）] > [開始（Start）(Ctrl+S)]を選択します。

c) VMが起動したら、URL（VMの IPアドレス）をメモします。この情報は、インストールの以降の
手順で必要となります。

d) HXインストーラのデフォルトログイン情報 Cisco123を使用してログインします。

HX Data Platformインストーラでのスタティック IPアドレスの設定
VMのデフォルトのインストールでは、HXインストーラがDHCPを使用して IPアドレスを自
動的に取得します。起動するたびに同じ IPアドレスが設定されるようにするため、VMに静的
IPアドレスを割り当てることができます。

静的 IPアドレスを使用してネットワークインターフェイス（/etc/network/interfaces）を構成す
るには、次のコマンドを使用します。ネットワークに合わせて関連する設定を変更してくださ

い。
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ネットワークのガイドラインは次のとおりです。

• Active Directory (AD)に接続できる必要があります。

• Windowsインストール用に Hyper-Vインストーラから Hyper-Vホストに OSメディアをス
トリーミングするには、ネットワークを使用します。

（注）

ステップ 1 次のコマンドを実行します。ifdown eth0.

この手順により、静的 IP設定を実行する前にインターフェイスがダウンしていることを確認し
ます。そうしないと、インストールプロセス中に TACのサポートが必要になる問題が発生す
る可能性があります。

警告

ステップ 2 お気に入りのエディタを使用して、環境に合わせて /etc/network/eth0.interfaceファイルを編集
します。たとえば、次の行をファイルに追加します。

auto eth0 # eth0 interface
iface eth0 inet static # configures static IP for the eth0 interface
metric 100
address XX.XX.XX.XX # Static IP address fr the installer VM
netmask 255.255.0.0 # netmask for the Static IP address
gateway XX.XX.X.X # gateway for the Static IP address
dns-nameservers XX.XX.X.XXX #DNS name servers used by the HX installer
dns-search <DNS_Search_Name>.local # DNS search domain name used by the installer

ステップ 3 変更を反映するため、ファイルを保存します。

ステップ 4 次のコマンドを実行します。ifup eth0.

ステップ 5 インストーラ VMを再起動します。

Hyper-Vクラスタの展開
Cisco HX Data Platformのインストーラをダウンロードして展開したら、次の手順を実行して
Hyper-Vクラスタを展開します。この手順の一部として、次のサブタスクも実行します。

• Cisco UCS Managerの設定

• Hyper-Vのインストール

• Windows OSのインストール

•初期のクラスタの作成

始める前に

Hyper-Vクラスタを展開する前に、Windows 2016 Datacenter Editionの ISOまたはWindows
Server 2019 Datacenter-Desktop Experience ISOが使用可能であることを確認してください。
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ステップ 1 HX Data Platformのインストーラを起動してログインします。

ステップ 2 [ワークフローの選択（Select aWorkflow）]画面で、[HyperFlex（FI）によるクラスタ作成（Cluster Creation
with HyperFlex (FI)）]をクリックし、UCS Managerに関する情報、ドメイン情報、およびハイパーバイザ
のクレデンシャルを入力します。

値の例説明フィールド

UCS Managerクレデンシャル

eng.fi356.abc.comUCS Managerの FQDNまたは IPアドレス。UCS Manager Host Name

adminUCSManagerの管理権限を持つ管理者またはユー
ザーの名前。

UCS Manager User Name

Xyz$1234UCS Managerのパスワード。Password

ドメイン情報

contoso.comHyperFlexクラスタの Active Directoryドメイン
名。

ドメイン名（Domain Name）

hxadminインストール前の段階で作成された HXサービ
スアカウント。

HXサービスアカウントには、クラスタに使用
される組織単位への完全なアクセス権が必要で

す。

ActiveDirectoryポリシーによって、
HXサービスアカウントが、smb名
前空間用に作成されたコンピュータ

オブジェクトでの

「servicePrincipalNameの書き込み」
の有効な権限を持つことを確認して

ください。

（注）

HXサービスアカウント

Cisco123HXサービスアカウントのパスワード。パスワード

制限された委任

sphxadmin制約付き委任 (Constrained Delegation)に必要で
す。ユーザーはドメイン管理者である必要があ

ります。

[HXサービスアカウント（HX
Service Account）]

HXサービスアカウントのパスワード。[パスワード（Password）]
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値の例説明フィールド

いずれかのチェックボックスをオンにします。

制限された委任は、VMライブ移行に必要です。

[制限付き委任を今すぐ設定する
（推奨）（Configure Constrained
Delegation now(recommended)）]
または [制限付き委任を後で設
定する（Configure Constrained
Delegation later）]

次のスクリーンショットを参照して、このページのフィールドに入力してください。
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HX Data Platformのインストーラは、UCS Managerに接続し、HXクラスタの関連するサーバーを取得して
一覧表示します。また、HX Data Platformのインストーラは、UCSファームウェアを検証します。

[続行（Continue）]をクリックします。

ステップ 3 [サーバーの選択（Server Selection）]ページの [関連あり（Associated）]タブと [関連なし（Unassociated）]
タブで、すべての関連付けられているサーバーと関連付けられていないサーバーをそれぞれ確認します。
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[関連なし（Unassociated）]タブでは、既存のクラスタに任意のノードを追加できます。

[関連あり（Associated）]タブでは、既存のクラスタからサーバーの関連付けを解除できます。

次のスクリーンショットを参照して、このページのフィールドに入力してください。

[続行（Continue）]をクリックします。
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ステップ 4 [UCSMの設定 (UCSM Configuration)]ページで、次のガイダンスに従って、 VLAN設定、MACプール、
および Cisco IMCアクセス管理（アウトオブバンドまたはインバンド）のサブセクションに入力します。

a) [VLANの設定（VLANConfiguration）]：4つ以上のVLANが必要です。また、各VLANは異なる IPサ
ブネット上にあり、ファブリックインターコネクトから接続しているアップリンクスイッチまで拡張

されている必要があります。これにより、プライマリファブリックインターコネクト（ファブリック

A）から下位のファブリックインターコネクト（ファブリック B）にトラフィックを確実に転送でき
るようになります。

この画面に値を入力するには、次の表と図を参考にしてください。

使用方法VLAN IDの例VLAN名の例

Hyper-Vおよび HyperFlex VMの管理10hx-inband-mgmt

HyperFlexのストレージトラフィック20hx-storage-data

Hyper-Vライブマイグレーションネット
ワーク

30hx-livemigrate

VMゲストネットワーク100,101vm-network

VLAN 1を使用すると、分離レイヤ 2によって問題が発生する可能性があります。

vm-networkには、複数の VLANをカンマ区切りのリストとして追加できます。

（注）

b) [MACプール（MAC Pool）]：次の表と図を使用して、残りのネットワーク設定の指定を完了します。

値の例説明フィールド

00:25:b5:xxHXクラスタのMACアドレスプールは、HXのイン
ストーラによってUCSManagerで設定されます。MAC
アドレスプールがレイヤ 2環境の他の場所で使用さ
れていないことを確認します。

MACプールのプレ
フィックス
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値の例説明フィールド

10.193.211.124-127HyperFlexノードのアウトオブバンド管理に使用され
る IPアドレスの範囲。

IPブロック

255.255.0.0アウトオブバンドネットワークのサブネットマスク。サブネットマスク

（Subnet Mask）

10.193.0.1アウトオブバンドネットワークのゲートウェイアド

レス。

[ゲートウェイ
（Gateway）]

アウトオブバンドインバンドまたはアウトオブバンドCisco IMCアクセス
管理

ステップ 5 外部ストレージを追加する場合は、次のガイダンスを使用します。

a) 以下のフィールドに記入して iSCSIストレージを設定します。

説明フィールド

iSCSIストレージを構成する場合、このチェックボックスをオンに
します。

[iSCSIストレージの有効化
（Enable iSCSI Storage）]チェッ
クボックス

プライマリファブリックインターコネクト（FI-A）で、iSCSIvNIC
に関連付けらている VLANの名前。

VLAN A名（VLAN A Name）

プライマリファブリックインターコネクト（FI-A）で、iSCSIvNIC
に関連付けらている VLANの ID。

VLAN A ID
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説明フィールド

下位のファブリックインターコネクト（FI-B）で、iSCSI vNICに
関連付けらている VLANの名前。

VLAN B名（VLAN B Name）

下位のファブリックインターコネクト（FI-A）で、iSCSI vNICに
関連付けらている VLANの ID。

[VLAN B ID]

b) 以下のフィールドに記入して FCストレージを設定します。

説明フィールド

FCストレージを有効にするには、このチェックボックスをオンに
します。

[FCストレージの有効化（Enable
FC Storage）]チェックボックス

WWノード名とWWポート名の両方を含むWWNプール。それぞ
れのファブリックインターコネクトに対し、WWPNおよびWWNN
用のWWxNプールが作成されます。

WWxNプール

プライマリファブリックインターコネクト（FI-A）の VSANの名
前。

デフォルト—hx-ext-storage-fc-a。

VSAN A名（VSAN A Name）

プライマリファブリックインターコネクト（FI-A）のネットワー
クに割り当てられた一意の ID。

UCSまたは HyperFlexシステムで現在使用されている
VSAN IDを入力しないでください。UCSゾーン分割を
使用するインストーラに既存の VSAN IDを入力する
と、そのVSAN IDの既存の環境でゾーン分割が無効に
なります。

注意

VSAN A ID

下位のファブリックインターコネクト（FI-B）の VSANの名前。

デフォルト—hx-ext-storage-fc-b.

VSAN B名

下位のファブリックインターコネクト（FI-B）のネットワークに割
り当てられた一意の ID。

UCSまたは HyperFlexシステムで現在使用されている
VSAN IDを入力しないでください。UCSゾーン分割を
使用するインストーラに既存の VSAN IDを入力する
と、そのVSAN IDの既存の環境でゾーン分割が無効に
なります。

注意

VSAN B ID

ステップ 6 [ハイパーバイザの設定（Hypervisor Configuration）]ページで、次のフィールドに入力します。
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値の例説明フィールド

[ベアメタルの設定（Bare metal configuration）]

デフォルトでは、ベアメタルノードへのWindows OSのインストール用に [ハ
イパーバイザ（Hyper-V）のインストール（InstallHypervisor (Hyper-V)）]チェッ
クボックスが選択されています。[参照（Browse）]をクリックし、ISOファイ
ルを選択してアップロードします。または、ISOファイルをそのエリアにド
ラッグアンドドロップします。

[ハイパーバイザ
（HYPER-V）のインス
トール（Install Hypervisor
(Hyper-V)）]

次のいずれかのオペレーティングシステムをインストールできます。

• Windows Server 2016 Datacenter（デスクトップエクスペリエンス）

• Windows Server 2016 Datacenter（CORE）

[インストールするオペ
レーティングシステムの

選択（Select the operating
system you want to
install）]

共通ハイパーバイザ設定を行う

255.255.255.0ハイパーバイザホスト管理ネットワークの

サブネットマスク

サブネットマスク

10.101.251.1ハイパーバイザホスト管理ネットワークの

デフォルトゲートウェイ

[ゲートウェイ
（Gateway）]

10.99.2.200,10.992.201ハイパーバイザホストがメンバーになる

ADのDNSサーバのカンマ区切りリスト。
DNSサーバ

Hypervisor Settings

10.101.251.41各ホストの管理 IPアドレス

チェックボックス [IPアドレス
とホスト名を連続させる]の
チェックをオンのままにする場

合、インストーラが残りのサー

バーを最初から連続的に自動入

力します。

（注）

スタティック IPアドレス

HX-Hypv-01各ホストのホスト名ホスト名

[続行（Continue）]をクリックします。

ステップ 7 HX Data Platformの展開

値の例説明フィールド

ドメイン情報

contoso.comクラスタが含まれる Active Directoryドメイ
ン。

ドメイン名（Domain Name）
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値の例説明フィールド

hxadminインストール前の段階で作成されたHXサー
ビスアカウント。

Active Directoryポリシーによっ
て、HXサービスアカウントが、
smb名前空間用に作成されたコ
ンピュータオブジェクトでの

「servicePrincipalNameの書き込
み」の有効な権限を持つことを

確認してください。

重要

HXサービスアカウント

HXサービスアカウントのパスワード。パスワード

制約付き委任

制約付き委任 (Constrained Delegation)に必要
です。

HXサービスアカウントとパ
スワード（HXServiceAccount
and Password）

HXサービスアカウントが指
定されている場合は、チェッ

クボックスをクリックしま

す。

制約付き委任にHXサービスアカウントを使
用します。ユーザはドメイン管理者である必

要があります。

HXサービスアカウントを使
用

いずれかのチェックボックスをオンにしま

す。

制限された委任は、VMライブ移行に必要で
す。制約付き委任を後で設定するには、ライ

ブマイグレーションと VMネットワークの
静的 IPアドレスの設定（47ページ）で説
明している手順を使用します。

[制限付き委任を今すぐ設定す
る（推奨）（Configure
Constrained Delegation
now(recommended)）]または
[制限付き委任を後で設定する
（Configure Constrained
Delegation later）]

詳細属性(オプション)

dc.contoso.comインストール専用に使用するドメインコン

トローラの FQDN。
ドメインコントローラ

OU=HyperFlex, DC=contoso,
DC=com

インストール前の段階で作成したOUをここ
で使用できます。その後、OUは Active
Directory内の HXノードのホームになりま
す。

組織単位

ハイパーバイザのクレデンシャル
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値の例説明フィールド

デフォルトのユーザ名/パス
ワード：administrator/Cisco123

システムに同梱

されているデ

フォルトのパス

ワード Cisco123

は、インストー

ル時に変更する

必要がありま

す。新しいユー

ザがパスワード

を指定していな

い限り、インス

トールを続行で

きません。

重要

Hyper-Vホスト上のローカル管理者ユーザ名ハイパーバイザローカル管理

者ユーザ名（Hypervisor Local
Administrator User Name）

[続行（Continue）]をクリックします。

ステップ 8 [IPアドレス（IP Addresses）]ページで、次の表を使用して、このページのフィールドに入力します。

値の例説明フィールド

Cisco HXクラスタ

HX-EAP-01データストアの FQDNとして使用されるク
ラスタ名。

クラスタ名(SMBアクセスポ
イント)

3 (既定値)HXストレージクラスタ全体の冗長なデータ
レプリカの数を選択します。オプションは2
または3です。クラスタの作成後には、これ
は変更できません。稼働ワークロードには3
を推奨します。

レプリケーションファクタ

Windowsフェールオーバークラスタに使用
される名前。

フェールオーバークラスタ名

コントローラ VM

管理者パスワードの作成

管理者パスワードの確認

（Confirm Administrator
Password）

システムサービス
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値の例説明フィールド

10.99.2.200, 10.99.2.201DNSサーバのカンマ区切りリスト。DNSサーバ

dc1.contoso.com、
dc2.contoso.com

コントローラVMはWindowsActiveDirectory
と同期している必要があるため、時間同期用

の ADドメインコントローラを指す必要が
あります。

NTPサーバ

contoso.comActive Directoryのドメイン名。DNSドメイン名

HXコントローラがレポートで使用するタイ
ムゾーン。

タイムゾーン

自動サポート

HXクラスタのテレメトリデータをシスコ
サポートに提出するための自動サポート。

[コネクテッドサービスの有効
化（Enable Connected
Services）]

email_addressシスコに送信されたチケットのコピーを受信

する電子メールアドレスまたはエイリアス。

[サービスチケットの送信先
（Send Service ticket to）]

[高度なネットワーキング（Advance Networking）]

管理ネットワークに使用される VLAN。こ
れは、前の管理ネットワークのインストール

プロセスで使用したものと同じである必要が

あります。

[管理 VLANタグ
（Management VLAN tag）]

管理ネットワークに使用される VLAN。こ
れは、前のデータネットワークのインストー

ルプロセスで使用したものと同じである必

要があります。

[データ VLANタグ（Data
VLAN tag）]

詳細設定

ホスト vSwitchと vNIC、および各ストレー
ジコントローラ VM上のストレージデータ
ネットワークのMTUサイズを設定します。
デフォルト値は 9000です。

ジャンボフレームがストレージ VMに接続
されたリンク上で動作していることを確認し

てください。

[データネットワーク上でジャ
ンボフレームの有効化

（Enable Jumbo Frames onData
network）]
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値の例説明フィールド

ストレージクラスタに追加されたすべての

ノードから既存のデータとパーティションを

すべて削除します。保持する必要があるデー

タはすべてバックアップする必要がありま

す。既存のデータやパーティションを削除す

るには、このオプションを選択します。

これは手動で準備されたサーバ向けです。工

場で準備されたシステムの場合は、このオプ

ションを選択しないでください。工場で準備

されたシステムのディスクパーティション

は正しく設定されています。

ディスクパーティション

VDI専用環境をチェックします。ストレージ
クラスタの作成後に VDI設定を変更するに
は、クラスタをシャットダウンするかリソー

スを移動した上で変更を行った後、クラスタ

を再起動します。

[VDI]

ハイパーバイザ設定

インストールの以前の手順で入力済みです。[プライマリ DNSサフィック
ス（Primary DNS suffix）]

Hyper-Vホストにサフィックスを追加する必
要がある場合は、このフィールドに入力しま

す。

[追加の DNSサフィックス
（Additional DNS suffixes）]

このページの各フィールドの入力例として、下の図を参照してください。
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ステップ 9 [開始（Start）]をクリックして、展開を開始します。[進行状況（Progress）]ページには、設定タスクの進
行状況（[開始（Start）]、[展開の検証（Deploy Validation）]、[展開（Deploy）]、[生成の検証（Create
Validation）]、[クラスタ生成（Cluster Creation）]）が表示されます。
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ベストプラクティス

Microsoft Hyper-Vインストールを使用した Cisco HyperFlexの一般的なベストプラクティスを
次に示します。

• CiscoHyperFlexに関しては、Windowsシステムの更新をアウトオブバンドで実行しないで
ください。

• Windows Update (WU)の動作を設定するためにグループポリシー設定を使用している場合
は、CiscoHyperFlexによって設定されたデフォルト設定を上書きしないようにしてくださ
い。更新を自動的にダウンロードし、スケジュールにインストールするように指定するポ

リシーを設定しないでください。

デフォルトでは、CiscoHyperFlexは自動更新を無効にします。AU
オプションの値は 2に設定されています：ダウンロードとインス
トールの通知。Windows updateの設定の詳細については、
「Windows更新設定の管理」を参照してください。

（注）
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第 5 章

インストール後

•インストール後のタスクの概要（45ページ）

インストール後のタスクの概要
クラスタの設定が正常に完了したら、次の追加のインストール後タスクを実行して、クラスタ

が VMに対応できる状態になっていることを確認します。

参考資料タスク

最初のデータストアの作成（46ページ）最初のデータストアの作成

ライブマイグレーションと VMネットワークの静
的 IPアドレスの設定（47ページ）

ライブマイグレーションと VMネット
ワークの静的 IPアドレスの割り当て

（任意）インストール後の制限付き委任（48ペー
ジ）

（オプション）制限された委任

ローカルデフォルトパスの設定（49ページ）ローカルデフォルトパスの設定

ファイル共有監視の設定（50ページ）ファイル共有監視の設定

Hyper-VホストのWindowsバージョンの確認（56
ページ）

Hyper-VホストのWindowsバージョン
の確認

フェールオーバークラスタマネージャの検証（56
ページ）

フェールオーバークラスタマネージャ

の検証

ストレージデータネットワークのアップストリー

ムフェールオーバーのテスト

アップストリームフェールオーバーをテ

ストする

Hyper-Vクラスタへの VMの展開（58ページ）Hyper-Vクラスタへの VMの展開

SCVMMへの HyperFlex共有の設定（66ページ）SCVMMへの HyperFlex共有の設定

Windows Defenderの再有効化（68ページ）Windows Defenderの再有効化
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参考資料タスク

ホスト間の VMの移行（68ページ）スタンドアロン Hyper-vホストと HX
Hyper-vホスト間の VM移行。

最初のデータストアの作成

クラスタを使用する前に、データストアを作成する必要があります。データストアはHXConnect
UIで作成できます。

ステップ 1 https://Cluster_IP/またはhttps://FQDNから、任意のブラウザで HX Connect UIを起動します。

ステップ 2 次のクレデンシャルでログインします。

•ユーザ名：hxadmin

•パスワード：クラスタのインストール時に設定されたパスワードを使用します。

ステップ 3 ナビゲーションウィンドウで [データソース（Datasource）]を選択します。
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ステップ 4 [作業（Work）]ペインで [データストアの作成（Create Datastore）]をクリックします。

ステップ 5 [データストアの作成（Create Datastore）]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明フィールド

データストア名を入力します

Ciscoでは、データストア名にすべて小文字を使用することを推奨し
ています。

データストア名

データストアのサイズを選択します。サイズ

データストアのブロックサイズを選択します。ブロックサイズ

パフォーマンスを最大限に引き出すため、ブロックサイズとして 8Kを使用し、データストア
の数は可能な限り少なくすることが推奨されます。

（注）

ライブマイグレーションとVMネットワークの静的 IPアドレスの設定
各 Hyper-Vノードにログインし、Power Shellで次のコマンドを実行して、ライブマイグレー
ションと VMネットワークの静的 IPアドレスを割り当てます。
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目的コマンド#

静的 IPアドレスをライブ移行
ネットワークに割り当てます。

New-NetIPAddress -ifAlias

"vSwitch-hx-livemigration" -IPAddress

192.168.73.21 -PrefixLength 24

1

静的 IPアドレスを VMネット
ワークに割り当てます。

New-NetIPAddress -ifAlias

"vswitch-hx-vm-network" -IPAddress

192.168.74.21 -PrefixLength 24

2

（任意）インストール後の制限付き委任

この手順は、初期インストール時に制限付き委任を設定していない場合にのみ実行する必要が

あります。この手順は、インストール後ではなく、HXのインストーラを使用して実行するこ
とをお勧めします。

注目

制限付き委任により、偽装をきめ細かく制御できます。リモート管理要求がHyper-Vホストに
対して行われた場合、発信者の代理としてストレージにそれらの要求を行う必要があります。

これは、HXストレージの CIFSサービスプリンシパルの委任についてそのホストが信頼でき
る場合に許可されます。

制限付き委任では、セキュリティ設定の [ユーザアカウント制御：管理者承認モードでの管理
者の昇格プロンプトの動作（UserAccount Control: Behavior of the elevation prompt forAdministrators
in Admin Approval Mode）]が [プロンプトなしで昇格（Elevate without Prompting）]に設定され
ている必要があります。これにより、グローバルADポリシーがHXOUのポリシーをオーバー
ライドすることを防ぎます。

HXクラスタの各Hyper-Vホストで次の手順を実行して、Windowsの [Active Directoryユーザと
コンピュータ（Active Directory Users and Computers）]を使用して設定してください。

ステップ 1 [スタート（Start）]、[管理ツール（Administrative Tools）]、[ActiveDirectoryユーザとコンピュータ（Active
Directory Users and Computers）]の順にクリックします。

ステップ 2 ドメインを展開し、コンピュータフォルダを展開します。

ステップ 3 右側のペインでコンピュータ名（例：HX-Properties）をクリックし、[プロパティ（Properties）]をクリッ
クします。

ステップ 4 [委任（Delegation）]タブをクリックします。

ステップ 5 [指定されたサービスへの委任でのみこのコンピュータを信頼する（Trust this computer for delegation to specified
services only）]lを選択します。

ステップ 6 [任意の認証プロトコルを使用する（Use any authentication protocol）]が選択されていることを確認します。

ステップ 7 [追加（Add）]をクリックします。[Add Services (サービスの追加)]ダイアログボックスで、[Users or
Computers (ユーザーまたはコンピュータ)]をクリックし、サービスタイプの名前を参照するか入力します
（CIFSなど）。[OK]をクリックします。次の図を例として使用できます。
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ステップ 8 すべてのノードに対してこれらの手順を繰り返します。

ローカルデフォルトパスの設定

VMのデフォルトローカルパスは、HXクラスタデータストア上のパスになるように設定し
ます。

PowerShellで次のコマンドを実行します。

$Creds = Get-Credential -Message "User Credentials" -UserName <<current logon username>>
$hosts = ("hostname1","hostname2","hostname3","hostname4")
Invoke-Command -ComputerName $hosts -Credential $Creds -ScriptBlock {Set-VMHost
-VirtualHardDiskPath
"\\HX-EAP-01.ciscolab.dk\DS1_8K" -VirtualMachinePath "\\HX-EAP-01.ciscolab.dk\DS1_8K"}
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ユーザ名は、ドメイン管理者アカウントまたはHXサービスアカウントのいずれかにする必要
があります。Hyper-Vホストのローカル管理者は機能しません。

（注）

環境に適合するように変数を変更することを忘れないでください。（注）

ファイル共有監視の設定

Microsoftベストプラクティスとして、クォーラム監視データストアを設定していることを確
認します。Failover Cluster Manager（FCM）を使用してファイル共有監視を設定するには、次
の手順を使用します。ファイル共有監視は、ネットワーク上のノードで障害が発生した場合

に、フェールオーバクラスタのハイアベイラビリティを保証します。具体的には、フェール

オーバクラスタクォーラムを維持するためにファイル共有監視が必要になります。これは、

ネットワーク内のパーティションとノードのサブセットが相互に通信できない場合に発生する

可能性のあるスプリットブレインシナリオを回避するように設計されています。詳細につい

ては、「クラスタとプールのクォーラムについて」を参照してください。

HXクラスタでは、ストレージは可用性が高く、ホストがストレージにアクセスできなくなる
ように設計されています。1個のホストがデータストアへの書き込みを停止した場合、Microsoft
のストレージ復元動作が開始されます。ホストは、デフォルトで 30分間、ストレージとの接
続確立を繰り返し再試行します。この間、ユーザーVMは一時停止する可能性があります。30
分後に接続できない場合、VMは「停止」状態に移行します。

（注）

次の手順では、Microsoft Windows 2016のファイル共有監視を設定する方法について説明しま
す。MicrosoftWindows 2019を導入する場合は、HyperFlex共有または他のファイル共有を監視
として使用しないでください。Microsoftは、今後のパッチリリースで解決されるWindows
2019の不具合を特定しました。それまで、監視を行わずにMicrosoft Windows 2019フェール
オーバクラスタを設定する必要があります。

•ファイル共有監視としてMicrosoft Windows 2019および計画を使用してファイル共有 (HX
共有を含む)を使用する場合は、設定する前に https://support.microsoft.com/en-us/help/4497934
パッチをインストールする必要があります。

•ファイル共有をクォーラム監視として使用しない場合は、Microsoft Windows 2019で説明
されている他のクォーラム方式を使用できます。

（注）
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始める前に

Microsoftは、2019年 11月 12日にWindows 2019に適用されるセキュリティパッチをリリー
スしました。Windows 2019を実行している場合、次の手順でファイル共有監視を設定する前
に、パスレベルでパッチを使用して Hyper-Vホストをアップグレードします。詳細について
は、Microsoftの記事「November 12, 2019: KB4523205 (OS Build 17763.864)」を参照してくださ
い。

ステップ 1 FCMを起動します。

ステップ 2 ナビゲーションウィンドウでクラスタを選択します。次に、[Actions]ウィンドウで、[More Actions)] >
[Configure Cluster Quorum Settings...]を選択します。。

ステップ 3 [クラスタークォーラム設定の構成（Configure Cluster Quorum）]ウィザードが起動します。[次へ（Next）]
をクリックします。
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ステップ 4 [クォーラム構成オプションの選択（Select Quorum Configuration Option）]画面で [クォーラム監視を選択す
る（Select the quorum witness）]を選択します。[次へ（Next）]をクリックします。
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ステップ 5 [クォーラム監視の選択（Select Quorum Witness）]画面で [ファイル共有監視を構成する（Configure a file
share witness）]を選択します。[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 [ファイル共有監視の構成（Configure File Share Witness）]画面で、ファイル共有のパスを指定します。[次
へ（Next）]をクリックします。
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ステップ 7 [確認 (Confirmation)]画面で、[次へ (Next)]をクリックします。
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ステップ 8 [概要（Summary）]画面で [完了（Finish）]をクリックし、ウィザードを閉じます。

ステップ 9 または、Windows PowerShellを使用してファイル共有監視を設定することもできます。

a) タイプSet-ClusterQuorum FileShareWitness <ファイル共有監視パス>
b) Set-ClusterQuorum FileShareWitness <ファイル共有ウィットネスパス>とタイプします

c) ご使用のクラスタに合わせて設定されたファイル共有監視が表示されます。ファイル共有監視の共有
に移動すると、ご使用のクラスタ用に作成されたフォルダが表示されます。
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Hyper-VホストのWindowsバージョンの確認
インストールされているWindowsのバージョンを確認するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 管理者または HXサービスの管理者アカウントとして Hyper-Vサーバーにログインします。

ステップ 2 PowerShellで次のコマンドを実行してください。

C:\Users\adminhyperflex> Get-ItemProperty 'HKLM:\SOFTWARE\Microsoft\Windows NT\CurrentVersion'

ステップ 3 コマンド出力の結果で、インストールされているWindowsのバージョンを確認します。

次に、Windows Server 2016をインストールした場合の出力例を示します。

ProductName : Windows Server 2016 Datacenter
ReleaseId : 1607
SoftwareType : System
UBR : 447

次に、Windows Server 2019をインストールした場合の出力例を示します。

ProductName : Windows Server 2019 Datacenter
ReleaseId : 1809
SoftwareType : System
UBR : 107

ステップ 4 さらに、次のことを確認します。

• Windows Server 2016 Datacenter Core & Desktop Experienceでは、Windows 2016 ISOイメージは少なくと
も Update Build Revision (UBR) 1884である必要があります。それ以外の場合は、HyperVサーバを最新
の更新にアップグレードします。『Microsoftナレッジベースの記事: KB4467691』を参照してくださ
い。

•スタンドアロンのHyper0VマネージャーをHXノードの外部で使用している場合は、Hyper-V管理サー
バのバージョンUBR番号が 1884よりも大きい必要があります。バージョンが 1884かそれ以前のバー
ジョンの場合は、Hyper-V管理サーバーをアップグレードする必要があります。

• Windows Server 2019 Desktop Experienceでは、Windows 2019 ISOイメージは少なくとも Update Build
Revision (UBR) 107である必要があります。

フェールオーバークラスタマネージャの検証

ステップ 1 フェールオーバークラスタマネージャを開き、[クラスタの検証（Validate Cluster）]をクリックして、[次
へ（Next）]をクリックします。
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ステップ 2 [Run all tests (すべてのテストを実行)] (推奨)を選択し、[Next (次へ)]をクリックします。

[Next (次へ)]をクリックすると、検証手順が開始されます。

ステップ 3 検証に失敗がないことを確認します。検証に失敗した場合は、[View Report (レポートの表示)]をクリック
し、[Failed (失敗)]したと表示された結果に対処します。
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Hyper-Vクラスタへの VMの展開
Hyper-VクラスタへのVMの展開は複数のステップからなる手順です。以下でこの手順を説明
します。

•管理ステーション/ホストへのリモートサーバ管理ツール（RSAT）のインストール：
Hyper-V Managerや Failover Cluster Managerなどの管理者ツールをサーバマネージャ機能
としてインストールする必要があります。詳細については、管理ステーションまたはホス

トへの RSATツールのインストール（58ページ）を参照してください。

• VMの管理：HXクラスタ内のすべての Hyper-Vノードへの接続と新しい VMの作成は、
Hyper-V Managerまたは Failover Cluster Managerを使用して実行できます。詳細について
は、Hyper-V Managerによる VMの作成（63ページ）を参照してください。

管理ステーションまたはホストへの RSATツールのインストール

RSATをインストールするには、次の手順を実行します。

始める前に

RSATツールをインストールするには、次のものが必要です。

• VMを Hyper-V HXクラスタにインストールして、管理し、モニタすることができるサー
バ。
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• Hyper-V Manager、FCM、PowerShell、SCVMMなどの管理ツール。

ステップ 1 サーバマネージャで、[管理（Manage）]をクリックして、[ロールおよび機能の追加（Add Roles and
Features）]を選択します。[ロールおよび機能の追加（Add Roles and Features）]ウィザードが表示されま
す。

ステップ 2 [始める前に（Before you begin）]ページで、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 3 [インストールタイプの選択（Select installation type）]ページで、[役割ベースまたは機能ベースのインス
トール（Role-based or feature-based installation）]を選択します。[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [サーバの選択（Server Selection）]ページで、リストからサーバを選択します。このサーバは、HXクラス
タと同じドメインに属します。[次へ（Next）]をクリックします。
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ステップ 5 [ロールの選択（Select Roles）]ページで、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 [機能（Features）]ページで、[リモートサーバ管理ツール（Remote Server Administration Tools）] > [機能
管理ツール（Feature Administration Tools）]> [フェールオーバークラスタリングツール（Failover Clustering
Tools）]と、[ロール管理ツール（Role Administration Tools）]> [Hyper-V管理ツール（Hyper-V Management
Tools）] > [フェールオーバークラスタリングツール（Failover Clustering Tools）]を選択します。[次へ
（Next）]をクリックします。
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ステップ 7 [確認（Confirmation）]ページで、[インストール（Install）]をクリックします。[必要に応じて宛先サーバ
を再起動する（Restart the destination server if required）]チェックボックスをオフのままにします。

ステップ 8 [インストールの進行状況（Installation Progress）]ページに、インストールの進行状況が表示されます。イ
ンストールが完了したら、[閉じる（Close）]をクリックしてウィザードを閉じます。
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Hyper-V Managerによる VMの管理

Hyper-Vノードへの接続

Hyper-V HXクラスタ内のすべての Hyper-Vノードに接続するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 [サーバマネージャ（Server Manager）]ダッシュボードを開き、[ツール（Tools）]をクリックします。次
に、[Hyper-V Manager]をクリックします。[Hyper-V Manager]コンソールが表示されます。

ステップ 2 左側のペインで[Hyper-V Manager]を選択し、 [Connect to Server...]をクリックしてください。

ステップ 3 [コンピュータの選択（Select Computer）]ダイアログボックスで、[別のコンピュータ（Another computer）]
を選択し、Hyper-Vクラスタに属する Hyper-Vノードの名前（「HXHV1」など）を入力します。[OK]をク
リックします。

ステップ 4 Hyper-V HXクラスタ内の各ノードについて上記の手順をすべて繰り返します。
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新規インストールの場合は、ストレージコントローラ仮想マシン（StCtlVM）が、[Hyper-V
Manager]コンソールの [仮想マシン（Virtual Machines）]ペインに表示される唯一の仮想マシン
です。仮想マシンは、各ノードに追加されると、このペインの下のリストに表示されます。

Hyper-V Managerを使用して VMを作成する方法の詳細については、次を参照してください：
Hyper-V Managerによる VMの作成（63ページ）

（注）

Hyper-V Managerによる VMの作成

Hyper-V Managerを使用して VMを作成するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 Hyper-V Managerを開きます。

ステップ 2 Hyper-Vサーバを選択し、右クリックして、[新規（New）] > [仮想マシンを作成（Create a virtual
machine）]を選択します。[Hyper-V Manager新規仮想マシン（Hyper-V Manager New Virtual Machine）]
ウィザードが表示されます。

ステップ 3 [始める前に（Before you Begin）]ページで、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [名前とロケーションの指定（Specify Name and Location）]ページで、仮想マシン設定ファイルの名前を
入力します。仮想マシンのロケーションを入力して、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 [世代の指定（Specify Generation）]ページで、[第 1世代（Generation 1）]または [第 2世代（Generation
2）]のいずれかを選択します。

ステップ 6 [メモリの割り当て（Assign Memory）]ページで、起動時のメモリの値を 2048 MBに設定します。[次へ
（Next）]をクリックします。

ステップ 7 [ネットワーキング設定（Configure Networking）]ページで、既存の仮想スイッチのリストから使用する
仮想マシンのネットワーク接続を選択します。

ステップ 8 [仮想ディスクの接続（Connect Virtual Hard Disk）]ページで、[仮想ディスクの作成（Create a Virtual Hard
Disk）]を選択し、仮想ディスクの名前、場所、およびサイズを入力します。[次へ（Next）]をクリック
します。

ステップ 9 [インストールオプション（InstallationOptions）]では、デフォルトで選択されている [オペレーティング
システムを後でインストールする（Install an operating system later）]をそのままにしておくことができま
す。[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 10 [概要（Summary）]ページで、表示されているオプションのリストが正しいことを確認します。[Finish]
をクリックします。

ステップ 11 Hyper-V Managerで、仮想マシンを右クリックし、[接続（Connect）]をクリックします。

ステップ 12 [仮想マシンの接続（VirtualMachineConnection）]ウィンドウで、[アクション（Action）]> [開始（Start）]
を選択します。
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Failover Cluster Managerによる VMの管理

Failover Cluster Managerによる VMの作成

Failover Cluster Managerを使用して、Windowsフェールオーバークラスタ（Hyper-V HXクラ
スタとともにインストールされている）に接続し、新しいVMを作成するには、次の手順を実
行します。

ステップ 1 [Failover Cluster Manager]コンソールの [アクション（Actions）]ウィンドウで、[サーバに接続（Connect
to Server...）]をクリックします。

ステップ 2 [クラスタの選択（SelectCluster）]ダイアログボックスで、[参照（Browse）]をクリックしてHyper-VHX
クラスタに移動します。[OK]をクリックします。

ステップ 3 左側のペインで、[Roles] > [Virtual Machines...] >をクリックします新しい仮想マシン（New Virtual
Machine）...。

ステップ 4 [新規仮想マシン（New Virtual Machine）]ダイアログボックスで、新しい VMを作成する Hyper-Vノー
ドを検索して選択します。[OK]をクリックします。[新規仮想マシン（New Virtual Machine）]ウィザー
ドが表示されます。

ステップ 5 [始める前に（Before you begin）]ページで、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 [名前とロケーションの指定（Specify Name and Location）]ページで、VMの名前を選択し、VMを保存
するロケーションまたはドライブを指定します。[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 [世代の指定（Specify Generation）]ページで、使用する仮想マシンの世代（[第 1世代（Generation 1）]
または [第 2世代（Generation 2）]）を選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 8 [メモリの割り当て（Assign Memory）]ページで、VMのメモリの容量を入力します。[次へ（Next）]を
クリックします。

ステップ 9 [仮想ディスクの接続（ConnectVirtualHardDisk）]ページで、名前、場所、およびハードドライブのサイ
ズを入力します。[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 10 [インストールオプション（Installation Options）]ページで、OSのインストール場所を選択します。[次
へ（Next）]をクリックします。

ステップ 11 [サマリー（Summary）]ページで、選択したオプションを確認し、[完了（Finish）]をクリックします。

ステップ 12 新しく作成されたVMを右クリックし、[Connect...]をクリックします。[Virtual Machine Connection]ウィ
ンドウで、[Start]を選択します。

デフォルトでは、フェールオーバークラスタマネージャは、作成された 4個のネットワーク
にデフォルト名を割り当てます。これらのネットワーク名の名前を変更することをお勧めし

ます。

（注）

次のタスク

管理パスを介してHXクラスタ境界外からのデータストアアクセス要求のリダイレクトを有効
にするには、Hyper-Vマネージャ、フェールオーバークラスタマネージャ、または SCVMM
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コンソールを実行している (リモート)マシン上のホストファイルに次のエントリを追加しま
す。たとえば、C:\Windows\System32\drivers\etc\hostsを編集して次を追加します。

cluster_mgmt_ip \\smb_namespace_name\datastore_name

10.10.10.100 \\hxcluster.company.com\ds1

SCVMMホストへのデータパスアクセスの開始
SCVMMホストへのデータパスアクセスを開くには、次の手順を完了します。

始める前に

Cisco HXリリース 4.5以降では、FixScvmmAccess.pyスクリプトを python3で呼び出す必要があ
ります。

FixScvmmAccess.pyにはルートアクセスが必要です。（注）

手順の概要

1. クラスタ管理 IPアドレスへのセキュアシェルログインセッションを開始します。
2. 次の情報を確認して、クラスタ内のアンサンブルメンバを判別します。

3. 現在の SSHログインセッションから、 crmZKEnsembleパラメータに表示されている任意
の IPアドレスへの SSHセッションを起動します。

4. 追加パラメータを指定せずに次のスクリプトを実行します。

5. SCVMM IPアドレスを追加し、SSHセッションを終了します。

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

クラスタ管理 IPアドレスへのセキュアシェルログ
インセッションを開始します。

ステップ 1

root@ucs900scvm:~# cat /etc/springpath/storfs.cfg
| grep crmZKEnsemble

次の情報を確認して、クラスタ内のアンサンブルメ

ンバを判別します。

ステップ 2

crmZKEnsemble=10.107.48.14:2181,10.107.48.15:2181,10.107.48.16:2181

root@ucs900scvm:~#

現在の SSHログインセッションから、
crmZKEnsembleパラメータに表示されている任意
の IPアドレスへの SSHセッションを起動します。

ステップ 3

python/opt/springpath/storfs-hyperv/FixScvmmAccess.py追加パラメータを指定せずに次のスクリプトを実行

します。

ステップ 4

スクリプトは、SCVMMIPアドレスを入力するよう
に要求します。
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目的コマンドまたはアクション

SCVMMIPアドレスを追加し、SSHセッションを終
了します。

ステップ 5

SCVMMへの HyperFlex共有の設定

始める前に

VMM管理コンソールを実行しているホスト上の /etc/hostsファイルを編集して、smbア
クセスポイントを HyperFlexクラスタのクラスタ管理 IPアドレスに解決します。この IPアド
レスは、通常、Cisco HX Connectの起動に使用されます。
The complete path is : C:\Windows\System32\drivers\etc
Open the "hosts" file in the above directory in Notepad or any other text editor and add
the following entry in the bottom :

<CMIP> <smb_share_namespace>

CMIP will be the Cluster Management IP which is usually used to open HX connect UI.

For example,
10.10.10.1 hxhvsmb.example.com

SCVMMの実行アカウントの場合は、Active Directory（AD）の対応する HyperFlex組織単位
（OU）に対して hxadmin（または FULL権限を持つ他のドメイン管理者アカウント）を使用
することをお勧めします。

（注）

ステップ 1 クラスタを System Center - Virtual Machine Manager（VMM）に追加します。

ステップ 2 VMMコンソールで、[ファブリック（Fabric）] > [サーバ（Servers）] > [すべてのホスト（All Hosts）]に
移動します。

ステップ 3 クラスタを右クリックし、[プロパティ（Properties）]を選択します。
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ステップ 4 [プロパティ（Properties）]ウィンドウで、[ファイル共有ストレージ（File Share Storage）] > [ファイルス
トレージの追加（Add File Storage）]を右クリックします。

ステップ 5 マッピングが完了すると、次のスクリーンショットのように共有が追加されます。
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ステップ 6 [OK]をクリックして VMMを終了します。HyperFlex共有がマッピングされており、SCVMMを使用して
この共有上に VMを作成できます。

Windows Defenderの再有効化
次のコマンドを実行して、Windows Defenderを再度有効にします。

PowerShellからの Defenderのインストール

Install-WindowsFeature -Name Windows-Defender

(オプション) PowerShellからの Defender GUIのインストール

Install-WindowsFeature -Name Windows-Defender-GUI

ホスト間の VMの移行

始める前に

スタンドアロンホストとHXHyper-Vホスト間のVM移行を実行するには、次の手順を実行し
ます。この手順を実行する前に、お使いの環境が次の前提条件を満たすことを確認してくださ

い。

•送信元コンピュータと宛先コンピュータは、同じ Active Directoryドメインに属している
か、相互に信頼するドメインに属します。
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• Failover Cluster Managerで、送信元と宛先の両方の Hyper-Vホストにライブ移行設定を設
定します。

ステップ 1 Hyper-V Managerを開きます。

ステップ 2 [navigation (ナビゲーション)]ペインで、[HXHVINFRA2]を選択します。

ステップ 3 [Action (アクション)]ペインで、[Hyper-V Settings (Hyper-V設定)] > [Live Migrations (ライブ移行)]をク
リックします。

ステップ 4 [Live Migrations (ライブ移行)]ペインで、[Enable incoming and outgoing live migrations (有効な着信および
発信ライブ移行)]をオンにします。

ステップ 5 [Incoming live migrations (着信ライブ移行)]で、[Use the IP addresses for live migration (ライブ移行に IPア
ドレスを使用する)]を選択します。[Add (追加)]をクリックし、次に [OK]をクリックします。これによ
り、[Move (移動)]ウィザードが開きます。

ステップ 6 ウィザードページを使用して、移動、宛先サーバ、およびオプションのタイプを選択します。

ステップ 7 [Summary (サマリ)]ページで、選択したものを確認し、[Finish (終了)]をクリックします。

ストレージデータネットワークのアップストリームフェールオーバー

のテスト

ストレージデータネットワークジャンボフレームが FI-Aと FI-Bの間で通信するように、
アップストリーム（トップオブラック（ToR））を設定します。

場合によっては、クラスタが 1500サイズのフレームを使用するように設定されているため、
ジャンボフレームの ToRを設定できないため、1500ベースのフレームが使用されます。ping
テストでは、ToR全体の基本的な 1500フレーム接続をテストできます。

（注）

ステップ 1 単一の Hyper-Vホストに HXサービスアカウントとしてログインします。

ステップ 2 [サーバーマネージャ（Server Manager）] > [ローカルサーバー（Local Server）]を開きます。

ステップ 3 NICチーミングの [有効化（Enabled）]をクリックします。
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ステップ 4 storage-data-aを右クリックし、[無効化（Disable）]を選択します。

これにより、FI-Bの storage-data-bインターフェイスがデータのアクティブパスになります。
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ステップ 5 ローカル PowerShellウィンドウからリモートホストストレージデータ IPアドレスへのジャンボ pingをテ
ストします。次に例を示します。

# ping -f -l 8000 <data_ip_address_of_other_hosts>

ステップ 6 右クリックして [有効化（Enable）]を選択し、storage-data-aチームインターフェイスをアクティブにリ
セットします。
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インストール後の VLANの追加
インストールの完了後に VLANをクラスタに追加するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 Cisco UCS Managerでは、 LAN > LAN Cloud > VLANsに移動します。

ステップ 2 新しい VLANを追加するには、VLANテーブルの最下部にある [追加]記号をクリックします。
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ステップ 3 VLAN名/プレフィックスと VLAN IDを入力します。
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ステップ 4 必要な Hyper-V VMで新しい VLANにタグを付けます。

•追加の Hyper-Vネットワーキング構成は必要ありません。（注）
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第 6 章

クラスタ拡張—コンバージドノード

•クラスタ拡張—コンバージドノード（75ページ）

クラスタ拡張—コンバージドノード

始める前に

•コンバージドノードは、クラスタ作成後に追加できます。

•この手順には、Windowsオペレーティングシステムのインストールも含まれます。

•クラスタを展開する前に、Windows ISOファイルが使用可能であることを確認してくださ
い。

• 3.5 (2a)よりも前のリリースで稼働している Hyper-Vクラスタの場合、クラスタ拡張はコ
ンバージドノードでのみサポートされます。

ステップ 1 Cisco HX Data Platformのインストーラを起動します。

ステップ 2 ログインページで、次のクレデンシャルを入力します。

[ユーザ名（Username）]：root

パスワード（デフォルト）： Cisco123

システムに同梱されているデフォルトのパスワード Cisco123は、インストール時に変更する

必要があります。新しいユーザがパスワードを指定していない限り、インストールを続行で

きません。

（注）

ステップ 3 [利用規約に同意します（I accept the terms and conditions）]チェックボックスをオンにして、[ログイン
（Login）]をクリックします。

ステップ 4 [ワークフローの選択（Select a Workflow）]ページで、[クラスタ拡張（Cluster Expansion）]を選択しま
す。

ステップ 5 [クラスタ（Cluster）]ページで、次のフィールドに入力し、[続行（Continue）]をクリックします。
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説明フィールド

既存のクラスタのホスト名。[クラスタ管理ホスト名（Cluster
Management Hostname）]

既存のクラスタの管理者ユーザー名。[ユーザー名（User Name）]

HXクラスタの管理者ユーザーのパスワード。[パスワード（Password）]

ステップ 6 [クレデンシャル（Credentials）]ページで、次のフィールドに入力し、[続行（Continue）]をクリックし
ます。

説明フィールド

UCS Managerクレデンシャル

Cisco UCS Managerの FQDNまたは IPアドレス。UCS Managerホスト名（UCS Manager
Hostname）

管理者ユーザーまたは Cisco UCS Managerの管理権限を持つ
ユーザー。

UCS Manager User Name

UCS Managerのパスワード。Password

ドメイン情報

既存のクラスタに関連付けられた HXサービスアカウント。[HXサービスアカウント（HX Service
Account）]

HXサービスアカウントのパスワード。[パスワード（Password）]

制限された委任

いずれかのチェックボックスをオンにします。

制限された委任は、VMライブ移行に必要です。制限付き委
任を後で設定する場合は、「ライブマイグレーションとVM
ネットワークの静的IPアドレスの設定」で説明している手順
を使用してください。

[制限付き委任を今すぐ設定する（推奨）
（Configure Constrained Delegation
now(recommended)）]または [制限付き委
任を後で設定する（ConfigureConstrained
Delegation later）]

制約付き委任 (Constrained Delegation)に必要です。[HXサービスアカウントのパスワード
（HX Service Account Password）]

HXサービスアカウントが提供されている場合は、チェック
ボックスをクリックします。

オンにすると、制限付き委任に HXサービスアカウントが使
用されます。ユーザーはドメイン管理者である必要がありま

す。

HXサービスアカウントを使用

ドメインレベルのユーザー名を入力します。[ユーザー名（Username）]
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説明フィールド

ドメインレベルのパスワードを入力します。[パスワード（Password）]

ハイパーバイザのクレデンシャル

Hyper-Vホストのローカル管理者ユーザー名。[ローカル管理者アカウント（Local
Administrator Account）]

ローカル管理者アカウントのパスワード。[パスワード（Password）]

ステップ 7 [ノードの選択（Node Selection）]ページの [関連あり（Associated）]タブと [関連なし（Unassociated）]
タブで、すべての関連付けられているサーバーと関連付けられていないサーバーをそれぞれ確認します。

[関連なし（Unassociated）]タブでは、既存のクラスタに任意のノードを追加できます。

[関連あり（Associated）]タブでは、既存のクラスタからサーバーの関連付けを解除できます。

ステップ 8 [UCSMの設定（UCSMConfiguration）]ページで、既存のクラスタのVLAN設定とMACプール情報に関
して自動入力される詳細情報を表示または変更します。次に、[続行（Continue）]をクリックします。

ステップ 9 [ハイパーバイザの設定（Hypervisor Configuration）]ページで、次のフィールドに入力します。

説明フィールド

このチェックボックスは、デフォルトでオンになっています。

チェックボックスを選択したままにして、OSのインストール
とネットワークの設定を有効にします。[参照（Browse）]を
クリックし、ISOファイルを選択してアップロードします。
または、ISOファイルをそのエリアにドラッグアンドドロッ
プします。

[インストールするオペレーティングシステムの選択（Select
the Operating System you wish to install）]から、次のいずれか
を選択します。

• Windows Server 2016 Datacenter（デスクトップエクスペ
リエンス）

• Windows Server 2016 Datacenter（Core）

• Windows Server 2019 Datacenter（デスクトップエクスペ
リエンス）

[ハイパーバイザ（HYPER-V）のインス
トール（Install Hypervisor (Hyper-V)）]

[続行（Continue）]をクリックします。

ステップ 10 [ノードの設定（NodeConfiguration）]ページで、[コンバージドサーバーの追加（AddConverged Server）]
をクリックしてサーバーを既存のクラスタに追加します。

ステップ 11 [開始（Start）]をクリックして展開を開始します。[進捗状況（Progress）]ページには、設定タスクの進
捗状況が表示されます。
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ステップ 12 次のインストール後の手順を実行します。

•ライブマイグレーションと VMネットワークの静的 IPアドレスの設定（47ページ）

•（任意）インストール後の制限付き委任（48ページ）

•ローカルデフォルトパスの設定（49ページ）

• Hyper-VホストのWindowsバージョンの確認（56ページ）
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第 7 章

クラスタ拡張—コンピューティング専用
ノード

•概要（79ページ）
•拡張前のチェックリスト（79ページ）
•クラスタ拡張: M5ブレードサーバ (M.2 SATA)またはM4ブレードサーバ (ローカル SAS
ドライブ)（84ページ）

•クラスタ拡張: M4ブレードサーバー (ファイバチャネル SAN)（110ページ）

概要
コンバージドまたはコンピューティング専用ノードを追加して、Hyper-Vクラスタを拡張でき
ます。次に、Hyper-Vクラスタでサポートされているコンバージドおよびコンピューティング
専用ノードのリストを示します。

•コンバージドノード: HX220c M5、HX240c M5、HX220c AF M5、HX240c AF m5

•コンピューティング専用ノード: B200 M5、B200 M4ブレードサーバ、C220 M5 Cシリー
ズラックサーバ

次の手順では、コンピューティング専用ノードを追加して、Hyper-Vクラスタを拡張する方法
について説明します。この拡張ワークフローにはWindows OSのインストールが含まれてお
り、HXインストーラを使用したクラスタ作成する際には実行されません。コンバージドノー
ドを使用して Hyper-Vクラスタを拡張するには、クラスタ拡張—コンバージドノード（75
ページ）を参照してください。

拡張前のチェックリスト
コンピューティング専用ノードを追加してHyper-Vクラスタを拡張するには、主要な要件、考
慮事項、およびタスクをまとめた次の拡張前のチェックリストを満たすようにしてください。
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次のチェックリストは、Cisco HXリリース 4.5(x)以降に適用されます。（注）

説明要件/タスク

3.5 (2a)以降

クラスタが3.5 (2a)
より前のリリース

で実行されている

場合は、既存のク

ラスタを少なくと

も 3.5 (2a)にアッ
プグレードしてい

ることを確認して

ください。

重要

HX Data Platformサポートされるバージョンお

よびプラットフォーム

UCS B200 M5ブ
レードサーバ (M.2
SATAドライブ搭
載)。

HW RAID M.2
(UCS-M2-HWRAID
および
HX-M2-HWRAID)
は、コンピュー

ティング専用ノー

ドではサポートさ

れていません。

UCS B200 M4ブ
レードサーバ

(ローカル SASま
たはファイバチャ

ネル SAN搭載)。

注目コンピューティング専用ノー

ドとストレージオプション

お客様から提供される
Windows 2016Datacenter Edition
ISO

Windows ISO

1:1コンピューティングからコン

バージドへの最大比率

1個のクラスタに最大 32ノードを設定できます。最大クラスタサイズ
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説明要件/タスク

コンピューティング専用ノードとHyperFlexコンバージドノー
ド間でネットワーク速度を混在させることは推奨されません。

たとえば、コンバージドノードの既存のネットワーク接続が

40 GbEの場合、コンピューティング専用ノードも 40 Gbの速
度で接続する必要があります。

ネットワーク速度

トポロジおよび追加するコンピューティング専用ノードのタ

イプに基づいて、次の拡張シナリオのいずれかを選択します。

• M.2SATAドライブを搭載したUCSM5ブレードサーバ、
またはローカル SASドライブを搭載したUCSM4ブレー
ドサーバのクラスタ拡張

HW RAID M.2 (UCS-M2-HWRAIDおよび
HX-M2-HWRAID)は、コンピューティング専
用ノードではサポートされていません。

（注）

•ファイバチャネルを搭載したUCSM4ブレードサーバの
クラスタ拡張

ブートディスク接続の決定

Windows OSのインストール時に、240GBよりも大きいブー
トディスクが 1個のみ存在することを確認します。クラスタ
の拡張が完了したら、追加のディスクを選択できます。

ブートディスク容量

Cisco HyperFlex Systemsリリース 4.5インストールガイド（Microsoft Hyper-V用）
81

クラスタ拡張—コンピューティング専用ノード

拡張前のチェックリスト



説明要件/タスク

HyperFlexドライバイメージ
の準備
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説明要件/タスク

Windows ISOおよび Hyperflexドライバイメージファイル
は、Cisco UCS Managerおよびアウトオブバンドサブネット
から到達可能な共有ロケーション (HXインストーラなど)に
配置する必要があります。インストーラ VM内の共有ロケー
ションで、HyperFlexドライバイメージとWindows ISOをダ
ウンロードしてホストするには、次の手順を使用します。

Windowsは Cisco HX Release 4.5以降から UEFI
モードに起動するように構成されています。

（注）

これらの手順は、Windows Server 2016および
Windows Server 2019の両方に対して適用します。

（注）

1. HyperFlexドライバイメージをコピーします。たとえば、
次のコマンドを実行します。

rsync -avzP /opt/springpath/packages/latest.img
/var/www/localhost/images/install.img

2. HyperFlexドライバイメージをマウントします。たとえ
ば、次のコマンドを実行します。

mkdir -p /mnt/install-img && mount -o loop,rw
/var/www/localhost/images/install.img /mnt/install-img

3. Windows Serverバージョンの応答ファイル固有のファイ
ルをコピーして、次のコマンドを実行します。

Windows Server 2016

cp
/opt/springpath/packages/FactoryUnattendXML/WindowsServer2016/Autounattend.xml.uefi
/mnt/install-img/Autounattend.xml

Windows Server 2019

cp
/opt/springpath/packages/FactoryUnattendXML/WindowsServer2019/Autounattend.xml.uefi
/mnt/install-img/Autounattend.xml

4. HyperFlexドライバイメージをマウント解除します。たと
えば、次のコマンドを実行します。

umount /mnt/install-img

SDカードにWindows Server 2019または 2016を
インストールすることはできません。

（注）

autounattend.xmlで参照されている DiskIDは、OS
がインストールされているコンピューティング

（注）

ノード上のローカルディスクを正しく指し示す必
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説明要件/タスク

要があります。

ファイバチャネル SANでは、マルチパスを使用しないでく
ださい。

ファイバチャネルSANを使用
したマルチパス

コンピューティング専用ノードの拡張は、コンピューティン

グノードが同じファブリックインターコネクト上にある場合

にのみサポートされます。

ファブリックインターコネク

トサポート

クラスタ拡張: M5ブレードサーバ (M.2 SATA)またはM4
ブレードサーバ (ローカル SASドライブ)

手順の概要

UCS M5ブレードサーバ (M. 2 SATA)またはM4ブレードサーバ (ローカル SASドライブ)を
追加するための Hyper-Vクラスタ拡張手順は、次の一連のタスクで構成されています。

1. 拡張前のチェックリスト（79ページ）

2. Cisco UCS Managerの設定（84ページ）

3. Microsoft OSのインストール（91ページ）

4. ハイパーバイザ設定、HXDPソフトウェアのインストールとクラスタの拡張（101ページ）

5. 次のインストール後の手順を実行します。

•ライブマイグレーションとVMネットワークの静的 IPアドレスの設定（47ページ）

•（任意）インストール後の制限付き委任（48ページ）

•ローカルデフォルトパスの設定（49ページ）

• Hyper-VホストのWindowsバージョンの確認（56ページ）

Cisco UCS Managerの設定
次の手順では、HXインストーラを使用した Cisco UCS Managerの設定について説明します。

ステップ 1 HX Data Platformインストーラにログインします。

a) ブラウザで、HX Data Platformインストーラがインストールされている VMの URLを入力します。
b) 資格情報（ユーザ名：root、パスワード：Cisco123）を使用します。
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システムに同梱されているデフォルトのパスワード Cisco123は、インストール時に変更

する必要があります。新しいユーザがパスワードを指定していない限り、インストール

を続行できません。

重要

c) EULAを読みます。[利用規約に同意します（I accept the terms and conditions）]をクリックします。
[ログイン（Login）]をクリックします。

ステップ 2 [Select a Workflow (ワークフローの選択)]ページで、[Expand Cluster (クラスタの拡張)] > [Compute Node
(コンピューティングノード)]を選択します。

ステップ 3 次の画面で、[Run UCS Manager Configuration (UCSマネージャ設定の実行)]をクリックし、[Continue
(続行)]をクリックします。
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この時点では、他のワークフローオプションを選択しないでください。注意

ステップ 4 表示されるポップアップで [確認（Confirm）]をクリックします。

ステップ 5 [Credentials (クレデンシャル)]ページで、UCS Managerの次のフィールドに値を入力します。

説明フィールド

UCS Managerの FQDNまたは VIPアドレス。UCS Managerのホスト名

管理者ユーザーおよびパスワードまたは Cisco UCS Manager
の管理者権限を持つユーザー。

UCS Managerユーザ名とパスワード

このページに値を入力するには、次の図を参考にしてください。
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[Continue]をクリックして進みます。インストーラは、UCSManagerに接続し、使用可能なサーバーを照
会しようとします。インストーラが進行すると、設定ペインが表示されます。クエリが終了すると、使

用可能なサーバが画面上に表示されます

ステップ 6 [Server Selection (サーバ選択)]ページで、クラスタにインストールするすべてのサーバを選択して、
[Continue (続行)]をクリックします。
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ステップ 7 [UCSM Configuration (UCSM設定)]ページで、VLAN設定の次のフィールドに値を入力します。

HyperFlexでは少なくとも 4つの VLANが機能する必要があり、それぞれが異なる IPサブネット上にあ
り、ファブリックインターコネクトから接続するアップリンクスイッチまで拡張する必要があります。

これにより、プライマリファブリックインターコネクト（ファブリックA）から従属ファブリックイン
ターコネクト（ファブリック B）へのトラフィックフローを確保できます。

ID利用名前

10Hyper-Vおよび Hyperflex VM管理。hx-inband-mgmt

20HyperFlexのストレージトラフィックhx-storage-data

30Hyper-Vライブマイグレーションネット
ワーク

hx-livemigrate

100,101VMゲストネットワークvm-network

このページに値を入力するには、次の図を参考にしてください。
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• VLAN 1は使用しないでください。これはベストプラクティスではなく、分離レイヤ 2
によって問題が発生する可能性があるためです。

• vm-networkには、複数の VLANをカンマ区切りのリストとして追加できます。

（注）

4つのコアネットワークの名前を変更することはできません。注意

ステップ 8 MACプールの残りのネットワーク設定、Cisco IMCの「hx」 IPプール、Cisco IMCアクセス管理 (アウ
トオブバンドまたはインバンド)を入力します。

値説明フィールド

[MAC Pool]

00:25:b5:xxインストーラによって UCSMで設定する、HXク
ラスタのMACアドレスプール。MACアドレス
プールがレイヤ2環境の他の場所で使用されていな
いことを確認します。

MACプールのプレ
フィックス

Cisco IMCの 'hx' IPプール

10.193.211.124-.127HyperFlexノードのアウトオブバンド管理に使用さ
れる IPアドレスの範囲。

IPブロック

255.255.0.0アウトオブバンドネットワークのサブネットマス

ク。

サブネットマスク

10.193.0.1アウトオブバンドネットワークのゲートウェイア

ドレス

[ゲートウェイ
（Gateway）]

Cisco IMCアクセス管理(アウトオブバンドまたはインバンド)

コンバージドノードクラスタの作成に使用された

オプションを選択します。

インバンド(推奨)

アウトオブバンド
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•アウトオブバンドネットワークは、UCS Managerと同じサブネット上にある必要があり
ます。

•複数のアドレスブロックをカンマ区切りの行として追加できます。

（注）

FC SANブートオプションを使用してM4ブレードサーバを使用して hyper-vクラスタを拡張
する場合は、fcストレージを有効にする必要があります。FCストレージのフィールドに入力
します。

重要

表 14 : (オプション) FC SANを搭載したM4ブレードサーバに適用可能

値の例説明フィールド

FCストレージを有効に
するにはオンにします

FXストレージを有効にする必要があるかどうかを
示すチェックボックス。

FC Storage

20:00:25: B5: C2WWノード名とWWポート名の両方を含むWWN
プール。それぞれのファブリックインターコネク

トに対し、WWPNおよびWWNN用のWWxNプー
ルが作成されます。

WWxN Pool

hx-ext-storage-fc-aプライマリファブリックインターコネクト（FI-A）
の VSANの名前。デフォルトでは、
hx-ext-storage-fc-aに設定されています。

VSAN A Name

70プライマリファブリックインターコネクト（FI-A）
のネットワークに割り当てられた一意の ID。

VSAN A ID

hx-ext-storage-fc-b下位のファブリックインターコネクト（FI-B）の
VSANの名前。デフォルトでは、hx-ext-storage-fc-b
に設定されています。

VSAN B Name

70従属ファブリックインターコネクト（FI-B）のネッ
トワークに割り当てられた一意の ID。

VSAN B ID

ステップ 9 [詳細]セクション
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値の例説明フィールド

3.2(3a)適切なUCSサーバファームウェアバージョンを選
択します。

UCSファームウェアサー
ババージョン（UCS
Firmware Server Version）

このユーザ定義の名前は、識別を容易にするために

UCSMでサービスプロファイル名の一部として使
用されます。

HyperFlexクラスタ名

HX Cluster1組織名は、HX環境を UCSプラットフォームのそ
の他の部分から分離し、一貫性を確保するために使

用されます。

組織名

ステップ 10 [Start (スタート)]をクリックすると、インストーラは入力を検証し、UCSマネージャの設定を開始しま
す。

ステップ 11 HX Data Platform Installerが終了したら、次の手順に進むことができます。

Microsoft OSのインストール
Microsoft OSのインストールでは、まず、Cisco UCS Managerで次の 2つのイメージファイル
をマップするように vMediaポリシーを設定する必要があります。

•顧客から提供されるWindows 2016 datacenter EDITION ISOまたはWindows Server 2019
Datacenter-デスクトップ体験 ISO、および

• Ciscoから提供される Cisco HyperFlexドライバイメージ

ファイル共有とすべてのサーバ管理 IPアドレスの間にネットワーク接続が確立されているこ
とを確認します。

（注）

ステップ 1 Cisco UCS Managerの起動:

a) Webブラウザで Cisco UCS Managerの IPアドレスを入力します。
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b) [UCS Managerの起動（Launch UCS Manager）]をクリックします。
c) ログイン画面で、ユーザ名として adminを入力し、インストールの開始時に設定したパスワードを入
力します。[Log in]をクリックします。

ステップ 2 Windows OSイメージと Ciscoドライバイメージの vMediaポリシーを作成します。

a) ナビゲーションウィンドウで [サーバ（Server）]をクリックします。
b) [サーバ（Servers）] > [ポリシー（Policies）] > [root」] > [下位組織（Sub-Organizations）] >

[hx-cluster_name] > [vMediaポリシー（vMedia Policies）]の順に展開します。

c) [vMediaポリシー（vMedia Policies）]ポリシーを右クリックし、[vMediaポリシー HyperFlexの作成
（Create vMedia Policy HyperFlex）]を選択します。

d) [Create vMedia Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明フィールド名

vMediaポリシーの名前。たとえば、HX vMediaです。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。-（ハイフ
ン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオド）
は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用できませ

ん。また、オブジェクトが保存された後に、この名前を変更するこ

とはできません。

名前（Name）

ポリシーの説明。ポリシーを使用すべき場所や条件についての情報

を含めることを推奨します。最大 115文字。
説明
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説明フィールド名

マウント障害が発生した場合に vMediaのマウントを続行するかど
うかを指定します。次のように指定します。

•〇

• [いいえ（No）]

デフォルト設定は、[Yes]です。[はい (Yes)]を選択す
ると、マウントに成功するか、このオプションが無効

化されるまで、リモートサーバは vMediaマウントプ
ロセスのマウントを試行し続けます。[No]を選択する
と、警告メッセージが表示され、マウントが失敗した

場合にはリトライが機能しないことが示されます。

（注）

マウント失敗時の再試行（Retry
on Mount Failure）

例については次のスクリーンショットを参照してください。

e) [vMediaのマウント（vMedia Mounts）]ペインの下のアイコンバーで [+追加（+ Add）]をクリックし
ます。[vMediaマウントの作成（Create vMedia Mount）]ダイアログボックスで、次のフィールドに値
を入力します。

値の例説明フィールド名

Windows-ISOマウントポイントの名前。Name
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値の例説明フィールド名

Windows Server 2016イメージ

または

Windows Server 2019画像

詳細情報を入力する場合に使用できま

す。

Description

CDDマウントするイメージのタイプ。次の

ように指定します。

• [CDD]：スクリプト可能なvMedia
CD。

• [HDD]：スクリプト可能なvMedia
HDD。

デバイスタイプ

HTTPISOファイルがある共有へのアクセス
に使用されるプロトコル。

プロトコル

10.101.1.92イメージをホストしているサーバの IP
アドレスまたは FQDN。

ホスト名/IPアドレス

なしこの値は、HyperFlexインストールで
は使用されません。

イメージ名変数

（Image Name
Variable）

マウントする ISOファイルのファイル
名。

リモートファイル

ファイルが存在しているリモートサー

バのパス

[リモートパス
（Remote Path）]

CIFSまたは NFSを使用する場合は、
ユーザ名が必要なことがあります。

ユーザ名

CIFSまたは NFSを使用する場合は、
パスワードが必要なことがあります。

Password

例については次のスクリーンショットを参照してください。
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f) [OK]をクリックします。[OK]をクリックするとすぐに [vMediaポリシー（vMedia Policies）]画面に戻
り、送信した情報が表示されます。

g) 手順 2eと 2fを繰り返しますが、タイプを [HDD]に、リモートファイル名を [Cisco HyperFlexドライ
バーイメージ（Cisco HyperFlex driver image）]に変更してください。
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h) この手順の終わりでは、次のスクリーンショットに示すように、2つの vMediaマウントが [vMediaポ
リシーの作成（Create vMedia Policy）]画面に表示されます。

ステップ 3 vMediaポリシーをサービスプロファイルに関連付けます。

a) [Navigation (ナビゲーション)]ペインで、[Servers (サーバ)] > [Service Profile Templates (サービスプロ
ファイルテンプレート)] > [root (ルート)] > [Sub-Organizations (サブ組織)] > [hx-cluster_name] > [Service
Template (サービステンプレート)] [compute-nodes]、または [compute-nodes-m5]を選択します。

b) [VMediaポリシー（vMedia Policy）]タブをクリックします。次に、[vMediaポリシーの変更（Modify
vMedia Policy）]をクリックします。
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c) ドロップダウンの選択肢から、作成した vMediaポリシーを選択し、[OK]を 2回クリックします。

d) [一般（General）]タブで、vMediaポリシーがサービスプロファイルに追加されたことを確認します。

ステップ 4 ブートポリシーを変更し、ブート順序を設定して CIMC CD/DVDをリストに追加します。

a) ナビゲーションウィンドウで [サーバ（Servers）]タブをクリックします。
b) [Servers (サーバ)] > [Policies ()] > [root (ルート)] > > [Boot Policies (ブートポリシー)] > [hx-compute]、
または [hx-compute-m5]を展開します。
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c) [ブート順序（Boot Order）]設定ウィンドウで、[CIMCマウント CD/DVD（CIMCMounted CD/DVD）]
をクリックします。次に [CIMCマウントCD/DVDの追加（Add CIMCMounted CD/DVD）]をクリック
し、ブート順序を追加します。[上に移動（Move up）]ボタンを使用してブート順序の最上位にこれを
移動します。

次のスクリーンショットに示すように、[CIMCマウントCD/DVD（CIMCMountedCD/DVD）]
オプションが、ブート順序でその他のオプション（[組み込みローカルディスク（Embedded
Local Disk）]および [CD/DVD]）よりも上であり、最上位でなければなりません。

重要

d) [変更を保存（Save Changes）]をクリックし、[成功（Success）]ダイアログボックスで [OK]をクリッ
クします。変更されたブートポリシーが保存されます。

ステップ 5 vMediaのマウントが成功していることを確認します。

a) [機器 (Equipment)]タブで、いずれかのサーバを選択します。
b) [インベントリ（Inventory）] > [CIMC]をクリックし、下にスクロールしてマウントエントリ #1（OS

imag）とマウントエントリ#2（CiscoHyperFlexdriver image）のステータスが [マウント済み（Mounted）]
であり、失敗が表示されていないことを確認します。
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c) メニューバーで [サーバ (Servers)]をクリックし、最初の HyperFlexサービスプロファイルを選択しま
す。

d) [一般（General）]タブをクリックし、[アクション（Actions）] > [KVMコンソール>>（KVM
Console>>）]を選択します。

新しいブラウザで KVMコンソールが開きます。ポップアップブロッカーに注意してくだ
さい。ポップアップを許可して、KVMを再び開きます

（注）

e) ホストを再起動し、KVMコンソールを起動し、サーバの電源を入れ、Windowsインストールの進行状
況を監視します。[ファイルの読み込み中（Loading Files）]画面が表示されます。Windowsは自動的に
インストールされ、ユーザによる介入は不要です。
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ユーザーの介入なしにWindowsを自動的にインストールするオプションは、新規インストー
ルまたは初回インストールの場合にのみ適用されます。再インストールの場合、またはノー

ドにすでにWindowsパーティションが含まれている場合は、「いずれかのキーを押して
CD/DVDから起動してください」のプロンプトに応答する必要があります。

（注）

青い画面が表示され、しばらくすると [セットアップが開始されました (Setup is starting)]メッセージ
が表示されるはずです。ホストは数回再起動します。自動インストールが開始されない場合は、両方

のイメージがサーバにマウントされていることを再度確認します。

f) c:\users\administrator>でクリアコマンドプロンプトが表示されたら、インストールは完了で
す。これは、WindowsCoreおよびDesktopExperienceの両方のインストールに適用されます。ドライバ
イメージをコピーしてインストールするには数分かかる可能性があります。

[指定されたファイルが見つかりません（The system cannot find the file specified）]というメッ
セージがプロンプトに表示される場合は無視してください。

（注）

HXクラスタに含めるすべてのサーバでステップ eと fが完了していることを確認します。重要

Microsoft Windows OSがノードにすでにインストールされている場合は、新しいOSのイン
ストールが行われるように、ノードが起動したときに続行するには、任意のキーをクリッ

クする必要があります。

続行するためにキーを何もクリックしていない状態で、以前にインストールされたOSがイ
ンストールされている既存のノードを展開すると、新しいインストールがスキップされ、

さらなる拡張に失敗します。

（注）

g) 各サーバーにログインし、次のことを確認します：

Powershellコマンド：Get-ScheduledTask -TaskName HXInstallbootstraplauncherTaskを実行します。

HXインストールブートストラップランチャタスクが実行されていることを確認します。次のような
出力例を示します。

TaskPath TaskName State
-------- -------- -----
\ HXInstallbootstraplauncherTask Running

C:\ProgramData\Cisco\HyperFlex\Install\Log\PostSysprepSetup.logにログ行「Done
with HX PostSysPrepSetup」が存在することを確認します。

Powershellコマンド Get-Command Get-VMSwitchを実行します。コマンドが正常に実行されていることを

確認します (例外はありません)。次のような出力例を示します。

CommandType Name Version Source
----------- ---- ------- ------
Cmdlet Get-VMSwitch 2.0.0.0 Hyper-V

ステップ 6 VMediaポリシーをリセットして、デフォルトの HyperFlexポリシーに戻します。

a) コンピューティングノードの vMediaポリシーを更新します。[Servers (サーバ)] > [Service Profile
Templates (サービスプロファイルテンプレート)] > [root (ルート)] > [Sub-Organizations (サブ組織)] >
[hx-cluster_name] > [Service Template (サービステンプレート)] [compute-nodes]、または
[compute-nodes-m5]に移動します。次に、[Modify vMedia Policy]を選択します。

b) [vMediaポリシー (vMedia Policy)]ドロップダウン選択で、[HyperFlex]ポリシーを選択します。
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ステップ 7 インストール前に、ブート順序を復元します。

a) ナビゲーションウィンドウで [サーバ（Servers）]タブをクリックします。
b) [Servers (サーバ)] > [Policies ()] > [root (ルート)] > > [Boot Policies (ブートポリシー)] > [hx-compute]、
または [hx-compute-m5]を展開します。

c) [Boot Order]の設定ペインで、 CIMCマウント CD/DVDオプションリストの一番下に移動するのに下
へ移動]ボタンを使用します。

ステップ 8 ローカル管理者パスワードを、既存のクラスタのパスワードと一致するように変更します。

a) 新しくインストールされたコンピューティングノードにログインします。
b) コマンドプロンプトを開きます。
c) 次のコマンド net User Administrator < password >を実行します。

ステップ 9 HXInstallbootstraplauncherTaskのパスワードを更新し、実行されていることを確認します。

a) 実行されている場合は、スケジュール済みタスクが「HXInstallbootstraplauncherTask」を停止します。

次に例を示します。

Get-ScheduledTask -TaskName "HXInstallbootstraplauncherTask" | Stop-ScheduledTask

b) タスクのクレデンシャルをっ更新します。

次に例を示します。

Get-ScheduledTask -TaskName "HXInstallbootstraplauncherTask" | Set-ScheduledTask -User

"Administrator" -Password <password>

c) スケジュールされたタスクを開始し、実行中であることを確認します。

次に例を示します。

Get-ScheduledTask -TaskName "HXInstallbootstraplauncherTask" | Start-ScheduledTask

Get-ScheduledTask -TaskName "HXInstallbootstraplauncherTask"

ハイパーバイザ設定、HXDPソフトウェアのインストールとクラスタ
の拡張

WindowsOSのインストールが完了したら、次の手順を実行してハイパーバイザを設定し、HX
Data Platformソフトウェアをインストールして、クラスタを拡張します。

ステップ 1 HXデータプラットフォームインストーラを再度開き、ログインします。

ステップ 2 前のワークフローが完了しているため、初めからやり直す必要がある場合があります。右上隅にある歯

車アイコンをクリックして [初めからやり直す（Start Over）]を選択します。

ステップ 3 [Select a Workflow (ワークフローの選択)]ページで、[Expand Cluster (クラスタの拡張)] > [Compute Node
(コンピューティングノード)]を選択します。
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ステップ 4 [Select a Workflow (ワークフローの選択)]ページで、[Expand HX Cluster (HXクラスタの拡張)]を選択し
ます。[ノードに OSをインストールする（Is OS installed on the Node）]、[ハイパーバイザ設定の実行
（Run Hypervisor Configuration）]、[ HXソフトウェアの展開（Deploy HX Software）]チェックボック
スをオンにしたままにします。

ステップ 5 [警告]ダイアログボックスで、[確認して続行する]をクリックします。
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ステップ 6 [Cluster (クラスタ)]ページで、次のフィールドに値を入力します。

値の例説明フィールド

10.104.252.135HXクラスタの管理 IPアドレスHXクラスタ管理 IP

admin管理者のユーザー名クラスタ管理ユーザー

管理者パスワードPassword
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ステップ 7 [Credentials]ページで、次のフィールドに値を入力します。

表 15 : UCS Managerクレデンシャル

フィールド

UCSMの FQDNまたは VIPアドレ
ス。

[UCS Manager Host Name]

管理ユーザーまたはUCSM管理権限
を持つユーザー

UCS Manager User Name

UCSManagerユーザー名のパスワー
ド。

パスワード

表 16 : Domain Information (ドメイン情報)

フィールド

hxadminインストール前の段階で作成された

HXサービスアカウント。
HXサービスアカウント

HXサービスアカウントのパスワー
ド。

パスワード

いずれかのチェックボックスをオン

にします。制限された委任は、VM
ライブ移行に必要です。

今すぐ制約付き委任を設定

(推奨)

後で制約付き委任を設定

この画面に値を入力するには、次の図を参考にしてください。
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ステップ 8 [Node Selection (ノード選択)]ページで、クラスタにインストールするすべてのサーバを選択して、
[Continue (続行)]をクリックします。
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ステップ 9 [Hypervisor Configuration (ハイパーバイザ設定)ページで、[VLAN Configuration (VLAN設定)]、
[Hypervisor Settings (ハイパーバイザ設定)]、および [Hypervisor Credentials (ハイパーバイザクレデン
シャル)]の次のフィールドに値を入力します。

VLAN設定—HyperFlexには少なくとも 4つの VLANが必要であり、それぞれが異なる IPサブネット上
にあり、ファブリックインターコネクトから接続するアップリンクスイッチまで拡張する必要があり、

プライマリファブリックインターコネクト (ファブリック A)から従属ファブリックインターコネクト
(ファブリック B)へのトラフィックフローを確実にする必要があります。

この画面に値を入力するには、次の図を参考にしてください。
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ハイパーバイザ設定:チェックボックス [Make IP Addresses and Hostnames Sequential (IPアドレスとホスト
名を連続させる)]のチェックをオンのままにする場合、インストーラが残りのサーバを最初から連続的
に自動入力します。

ハイパーバイザクレデンシャル:Hyper-Vホスト上のローカル管理者ユーザー名を入力します。[Continue]
をクリックします。

ステップ 10 [Node Configuration (ノード設定)]ページで、[Hypervisor Settings (ハイパーバイザ設定)]と [IP Addresses
(IPアドレス)]のフィールドに入力します。

値の例説明フィールド

255.255.255.0ハイパーバイザホスト管理ネット

ワークのサブネットマスク

サブネットマスク

10.101.251.1ハイパーバイザホスト管理ネット

ワークのデフォルトゲートウェイ

[ゲートウェイ（Gateway）]

10.101.251.1ハイパーバイザホストがメンバーを

外れる ADの DNSサーバのカンマ
区切りリスト。

DNSサーバ

この画面に値を入力するには、次の図を参考にしてください。
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[Start (開始)]をクリックしてハイパーバイザ設定を開始します。インストールが続行され、ハイパーバ
イザホストが設定されます。

ステップ 11 [警告]ダイアログボックスで、[確認して続行する]をクリックします。

ステップ 12 [Progress (進捗)]画面には、ハイパーバイザ設定とクラスタ拡張のステータスが表示されます。

ステップ 13 プロセスが正常に終了すると、[Summary (概要)]ページに完了ステータスが表示されます。
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HX Connectにログインするには、[HX Connectの起動（Launch HX Connect）]をクリックします。[HX
Connect Dashboard (HX Connectダッシュボード)]ページには、クラスタの状態、動作ステータス、およ
びクラスタ内の新しく追加されたコンピューティング専用ノードの情報が表示されます。

Cisco HyperFlex Systemsリリース 4.5インストールガイド（Microsoft Hyper-V用）
109

クラスタ拡張—コンピューティング専用ノード

ハイパーバイザ設定、HXDPソフトウェアのインストールとクラスタの拡張



クラスタ拡張: M4ブレードサーバー (ファイバチャネル
SAN)

概要

ファイバチャネルを備えた UCS B200 M4ブレードサーバストレージブートオプションの
Hyper-Vクラスタ拡張手順は、次の一連のタスクで構成されています。

1. 拡張前のチェックリスト（79ページ）

2. Cisco UCS Managerの設定

3. Microsoft Windows OSのインストール（111ページ）

4. ハイパーバイザ設定、HXDPソフトウェアのインストールとクラスタの拡張

5. 次のインストール後の手順を実行します。

•ライブマイグレーションとVMネットワークの静的 IPアドレスの設定（47ページ）

•（任意）インストール後の制限付き委任（48ページ）

•ローカルデフォルトパスの設定（49ページ）
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• Hyper-VホストのWindowsバージョンの確認（56ページ）

Microsoft Windows OSのインストール
この手順は、 UCS B200 M4ブレードサーバ (コンピューティング専用ノード)を追加し、ファ
イバチャネル SANブートオプションを有効にして、Hyper-Vクラスタを拡張する場合に使用
します。

ステップ 1 UCS Managerを起動しログインします。

ステップ 2 次の手順を実行し、サービスプロファイルテンプレートを複製します。

a) [Navigation (ナビゲーション)]ペインで [Servers (サーバ)]をクリックします。

b) 複製する組織のノードを展開し、[Create a clone (複製の作成)]を選択します。

c) [Create clone From Service Profile (サービスプロファイルから複製を作成する)]ダイアログボックス
で、[Clone Name (複製名)]フィールドの新しいプロファイルに使用する名前を入力します (例:
hx-compute)。[OK]をクリックします。

ステップ 3 FCゾーン分割を有効にするには、次の手順を実行します。

a) [Navigation (ナビゲーション)]ペインで、[SAN] > [VSAN]をに移動します。

b) [FC Zoning (FCゾーン分割)]の下の [Enabled (有効)]ラジオボタンが選択されていることを確認しま
す。

ステップ 4 現在のサービスプロファイルテンプレートからブレードサーバのバインドを解除し、手順 2で新しく作
成したテンプレートにバインドします。

ステップ 5 Hyperflex ドライバイメージファイルをマウントし、autounattend.xmlファイルを変更するには、
次の手順を実行します。

a) HXインストーラ VMに接続し、Windows ISOおよび HyperFlexドライバイメージファイルを含む
共有フォルダに移動します。

b) HyperFlexイメージをマウントするには、次のコマンドを実行します。

mkdir /mnt/hx-img
mount /var/www/localhost/images/latest.img /mnt/hx-img

c) Autounattend.xmlファイルを開き、 DiskIDを検索して、0からWindows PE (WinPE)の値に変更
します。

ステップ 6 SANブートポリシーを設定するには、次の手順を実行します。

a) 手順 2で新しく作成したサービスプロファイルテンプレートを選択し、[Boot Order (ブート順序)]
タブに移動します。[Modify Boot Policy (ブートポリシーの変更)]をクリックします。[Modify Boot
policy (ブートポリシーの変更)]ページで、[Create boot policy (ブートポリシーの作成)]をクリック
します。

b) [VHBAs]を展開し、[ ADD SAN Boot]を選択し、[name]フィールドに、vhbasの名前を入力します
(例: hx)。

c) [Primary (プライマリ)]を選択し、[OK]をクリックします。

Cisco HyperFlex Systemsリリース 4.5インストールガイド（Microsoft Hyper-V用）
111

クラスタ拡張—コンピューティング専用ノード

Microsoft Windows OSのインストール



d) [ADD SAN Boot target (SANブートターゲットの追加)]で、[Boot target LUN (ブートターゲット
LUN)]を [0]に設定したままにします。 [Boot TARGET WWPN]フィールドに、ストレージアレイ
からWWPNを入力します。[Type (タイプ)]が [Primary (プライマリ)]に設定されていることを確認
し、[OK]をクリックします。

ステップ 7 Windows OSイメージと Ciscoドライバイメージの vMediaポリシーを作成します。

a) ナビゲーションウィンドウで [サーバ（Server）]をクリックします。
b) [サーバ（Servers）] > [ポリシー（Policies）] > [root」] > [下位組織（Sub-Organizations）] >

[hx-cluster_name] > [vMediaポリシー（vMedia Policies）]の順に展開します。

c) [vMediaポリシー（vMedia Policies）]ポリシーを右クリックし、[vMediaポリシー HyperFlexの作成
（Create vMedia Policy HyperFlex）]を選択します。

d) [Create vMedia Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明フィールド名

vMediaポリシーの名前。たとえば、HX vMediaです。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。-（ハイフ
ン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオド）
は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用できま

せん。また、オブジェクトが保存された後に、この名前を変更す

ることはできません。

名前（Name）

ポリシーの説明。ポリシーを使用すべき場所や条件についての情

報を含めることを推奨します。最大 115文字。
説明

マウント障害が発生した場合に vMediaのマウントを続行するか
どうかを指定します。次のように指定します。

•〇

• [いいえ（No）]

デフォルト設定は、[Yes]です。[はい（Yes）]を選択
すると、マウントに成功するか、このオプションが無

効化されるまで、リモートサーバは vMediaマウント
プロセスのマウントを試行し続けます。[No]を選択す
ると、警告メッセージが表示され、マウントが失敗し

た場合にはリトライが機能しないことが示されます。

（注）

マウント失敗時の再試行（Retry
on Mount Failure）

例については次のスクリーンショットを参照してください。
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e) [vMediaのマウント（vMedia Mounts）]ペインの下のアイコンバーで [+追加（+ Add）]をクリック
します。[vMediaマウントの作成（Create vMedia Mount）]ダイアログボックスで、次のフィールド
に値を入力します。

値の例説明フィールド名

Windows-ISOマウントポイントの名前。Name

Windows Server 2016イ
メージ

詳細情報を入力する場合に使用できます。Description

CDDマウントするイメージのタイプ。次のように

指定します。

• [CDD]：スクリプト可能な vMedia CD。

• [HDD]：スクリプト可能な vMedia
HDD。

デバイスタイプ

HTTPISOファイルがある共有へのアクセスに使用
されるプロトコル。

プロトコル

10.101.1.92イメージをホストしているサーバの IPアド
レスまたは FQDN。

ホスト名/IPアドレス
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値の例説明フィールド名

なしこの値は、HyperFlexインストールでは使用
されません。

イメージ名変数（Image
Name Variable）

マウントする ISOファイルのファイル名。リモートファイル

ファイルが存在しているリモートサーバの

パス

[リモートパス（Remote
Path）]

CIFSまたはNFSを使用する場合は、ユーザ
名が必要なことがあります。

ユーザ名

CIFSまたは NFSを使用する場合は、パス
ワードが必要なことがあります。

Password

例については次のスクリーンショットを参照してください。

f) [OK]をクリックします。[OK]をクリックするとすぐに [vMediaポリシー（vMedia Policies）]画面に
戻り、送信した情報が表示されます。
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g) 手順 2eと 2fを繰り返しますが、タイプを [HDD]に、リモートファイル名を [Cisco HyperFlexドライ
バーイメージ（Cisco HyperFlex driver image）]に変更してください。

h) この手順の終わりでは、次のスクリーンショットに示すように、2つの vMediaマウントが [vMedia
ポリシーの作成（Create vMedia Policy）]画面に表示されます。
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ステップ 8 vMediaポリシーをサービスプロファイルに関連付けます。

a) [Navigation (ナビゲーション)]ペインで、[Servers (サーバ)] > [Service Profile Templates (サービスプ
ロファイルテンプレート)] > [root (ルート)] > [Sub-Organizations (サブ組織)] > [hx-cluster_name] >
[Service Template (サービステンプレート)] [compute-nodes]、または [compute-nodes-m5]を選択しま
す。
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b) [VMediaポリシー（vMedia Policy）]タブをクリックします。次に、[vMediaポリシーの変更（Modify
vMedia Policy）]をクリックします。

c) ドロップダウンの選択肢から、作成した vMediaポリシーを選択し、[OK]を 2回クリックします。

d) [一般（General）]タブで、vMediaポリシーがサービスプロファイルに追加されたことを確認しま
す。
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ステップ 9 ブートポリシーを変更し、ブート順序を設定して CIMC CD/DVDをリストに追加します。

a) ナビゲーションウィンドウで [サーバ（Servers）]タブをクリックします。
b) [Servers (サーバ)] > [Policies ()] > [root (ルート)] > > [Boot Policies (ブートポリシー)] > [hx-compute]、
または [hx-compute-m5]を展開します。

c) (M5サーバのみ) [Boot Order (ブート順序)]設定ペインで、[CIMC Mounted CD/DVD (CIMCマウン
トCD/DVD)]をクリックします。次に [CIMCマウントCD/DVDの追加（AddCIMCMountedCD/DVD）]
をクリックし、ブート順序を追加します。[上に移動（Move up）]ボタンを使用してブート順序の最
上位にこれを移動します。

CIMCマウント CD/DVDオプションはその他のオプション、ローカルディスクの組み込
みとCD/DVDの前のブート順序で最上位である必要があります。

重要
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(ローカルSASドライバを備えたM4サーバの場合)[Boot Order (ブート順序)]設定ペインで、[vHBAs]
をクリックします。次に、[ADD SAN boot (SANブートの追加)]をクリックして、ブート順序に追加
します。

d) [変更を保存（SaveChanges）]をクリックし、[成功（Success）]ダイアログボックスで [OK]をクリッ
クします。変更されたブートポリシーが保存されます。

ステップ 10 vMediaのマウントが成功していることを確認します。

a) [機器 (Equipment)]タブで、いずれかのサーバを選択します。
b) [インベントリ（Inventory）]> [CIMC]をクリックし、下にスクロールしてマウントエントリ#1（OS

imag）とマウントエントリ #2（Cisco HyperFlex driver image）のステータスが [マウント済み
（Mounted）]であり、失敗が表示されていないことを確認します。

c) メニューバーで [サーバ (Servers)]をクリックし、最初の HyperFlexサービスプロファイルを選択し
ます。

d) [一般（General）]タブをクリックし、[アクション（Actions）] > [KVMコンソール>>（KVM
Console>>）]を選択します。

新しいブラウザで KVMコンソールが開きます。ポップアップブロッカーに注意してく
ださい。ポップアップを許可して、KVMを再び開きます

（注）
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e) ホストを再起動し、KVMコンソールを起動し、サーバの電源を入れ、Windowsインストールの進行
状況を監視します。[ファイルの読み込み中（Loading Files）]画面が表示されます。Windowsは自動
的にインストールされ、ユーザによる介入は不要です。ブルースクリーンが表示され、その後間も

なく [セットアップを始めています（Setup is starting）]メッセージが表示されます。自動インストー
ルが開始しない場合は、両方のイメージがサーバにマウントされていることを再確認してください。

f) Windowsのインストールが完了すると、コマンドプロンプトが表示されます。インストールが完了
するまで待ちます。その後、ホストが数回再起動します。c:\users\administrator>でクリア
コマンドプロンプトが表示されたら、インストールは完了です。ドライバイメージをコピーしてイ

ンストールするには数分かかり、リブート操作が必要になることがあります。

[指定されたファイルが見つかりません（The system cannot find the file specified）]という
メッセージがプロンプトに表示される場合は無視してください。

（注）

HXクラスタに含めるすべてのサーバでステップ eと fが完了していることを確認しま
す。

重要

g) 各サーバーにログインし、C>Users>Administrator>Get-ScheduledTaskコマンドを入力し、HX Install
Bootstrap Launcherタスクが実行中であることを確認します。

ステップ 11 サービスプロファイルから vMediaポリシーを削除します。

a) サービスプロファイルから vMediaポリシーをマップ解除するには、[Servers (サーバ)] > [Service
Profile Templates (サービスプロファイルテンプレート)] > [root (ルート)] > [Sub-Organizations (サブ
組織)] > [hx-cluster_name] > [Service Template (サービステンプレート)] [ompute-nodes]または
[compute-nodes-m5]を順に選択します。次に、[vMediaポリシーの変更（Modify vMedia Policy）]を
クリックします。
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b) [vMediaポリシー（vMedia Policy）]ドロップダウンの選択肢で、2つのイメージのマップに使用した
vMediaポリシー（HX-vMedia）をオフにします。

ステップ 12 インストール前に、ブート順序を復元します。

a) ナビゲーションウィンドウで [サーバ（Servers）]タブをクリックします。
b) [Servers (サーバ)] > [Policies ()] > [root (ルート)] > > [Boot Policies (ブートポリシー)] > [hx-compute]、
または [hx-compute-m5]を展開します。

c) [Boot Order]の設定ペインで、 CIMCマウント CD/DVDオプションリストの一番下に移動するのに
下へ移動]ボタンを使用します。

この手順で復元したブート順序については、次のスクリーンショットを参照してください。

次のタスク

この手順の最後に、Windows OSが正常にインストールされます。次に、「ハイパーバイザ設
定、HXDPソフトウェアのインストールとクラスタの拡張」に進み、クラスタ拡張ワークフ
ローの残りの手順を実行します。
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第 8 章

トラブルシューティング情報

•トラブルシューティング（123ページ）

トラブルシューティング
ここでは、Hyper-Vの展開中に発生する問題に関するトラブルシューティング情報を説明しま
す。

回避策または推奨事項症状またはシナリオ

UCSM 4.0.4iは、Hyper-Vリリース 4.5用の新
しいCisco HyperFlex Systemインストールで使
用します。

UCSM 4.1.2aおよび 4.1.2bを使用した Cisco
HXリリース4.5(x)のインストールはサポート
されていません。

障害が発生したノードを再起動するか、ログ

アウトしてから再度ログインします。

クラスタ拡張の展開中に、1個のノードで障害
が発生し、次のエラーメッセージが表示され

ます。

タスクで失敗しました：「スケジュールされたタスクの

有効化と実行」とエラー

[展開の再試行 (retry deploy)]が機能せず、同じ
ノードが再度失敗しました。

また、Windowsのエラーログには、このノー
ドに実際の権限がある場合でも、「サーバに管

理者権限がありません」と表示されます。

ファイル監視の共有を作成し、FailoverCluster
Manager（FCM）で監視共有として設定しま
す。作成されたウィットネス共有を他の目的

で使用しないことをお勧めします。

ファイル監視の共有が設定されていません。
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回避策または推奨事項症状またはシナリオ

• VLAN IDを手動で設定して再試行しま
す。または、

•コントローラ VMを削除して再試行しま
す。

Storage Controller VM（SCVM）待機がタイム
アウトになります。

インストールの「HX Data Platformのインス
トーラとクラスタ設定の展開」の段階で HX
のインストーラを再起動し、正しいクレデン

シャルを入力します。

HXインストーラに対する Active Directory資
格情報が正しくないことが原因で、HXインス
トーラがドメインにコンピュータを参加させ

ることができません。

いずれかのコントローラ VMがダウンしてい
るときは、Windows側のカウンタを使用して
ください。

クラスタ内のいずれかのコントローラ VMが
ダウンしているときに、表示されるノードご

との統計が信頼できないものになります。

Windows 2008のデフォルトの Internet Explorer
セキュリティ設定により、FQDN名を使用し
た HX接続のアクセスを防止します。回避策
として、次のいずれかが可能です。

• Internet Explorerの設定を変更します。

• IPアドレスを使用します。

• Chromeや Firefoxなどの、サポートされ
るブラウザを使用します。

クラスタのインストールが正常に完了すると、

HXConnectの FQDNアドレスにアクセスでき
ない場合があります。

これは唯一のノードです。コンピューティング専用ノードでは、[HX
Connect Dashboard (HX Connectダッシュボー
ド)]ページでパフォーマンスチャートを使用
できません。

1. ブートポリシーを組み込みディスク (任
意)に切り替えます。

2. サービスプロファイルまたはサービスプ
ロファイルテンプレートの場合、

compute-nodes-m5ではなく、
hx-nodes-m5をミラーリングするブート
ポリシーを使用します。

次のエラーのためにWindowsのインストール
に失敗しました。

システム パーティションを検出できませんで

した。

さらに、setupact.logでは、セットアップ
により使用可能なディスクを有効なブートデ

バイスとして検出できなかったことが示され

ています。

クラスタに異なるCPUタイプを組み合わせて
設定することはできません。

互換性のないプロセッサが原因で移行が失敗

しました。
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第 9 章

付録

•ラック設置型 Cisco HyperFlexノード（125ページ）
•ファブリックインターコネクトのセットアップ（125ページ）
• WinSCPを使用してインストーラVMに isoと imgファイルをアップロードするには（130
ページ）

• DNSレコード（132ページ）
• HXサービスアカウントのユーザー名とパスワードの更新（133ページ）

ラック設置型 Cisco HyperFlexノード
HyperFlexクラスタとノード制限の詳細については、『ReleaseNotes for CiscoHXData Platform』
の最新版の「Cisco HX Data Platform Storage Cluster Specifications」を参照してください。

CiscoHyperFlexノードのインストールの詳細については、下の表のそれぞれのリンクを参照し
てください。

参考資料インストールするノードの種類

コンバージドノード数

Cisco HyperFlex HX220c M5 Node Installation GuideHyperFlex HX220c M5ノード

Cisco HyperFlex HX240c M5 Node Installation GuideHyperFlex HX240c M5ノード

Hyper-VはM5サーバでのみサポートされます。（注）

ファブリックインターコネクトのセットアップ
ファブリックインターコネクトの冗長ペアを設定することで高可用性を確保します。L1また
は L2の高可用性ポート間で、イーサネットケーブルを使用して直接 2つのファブリックイン
ターコネクトに接続します。ファブリックインターコネクトA上のポート L1をファブリック
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インターコネクト B上のポート L1に接続し、ファブリックインターコネクト A上のポート
L2をファブリックインターコネクトB上のポートL2に接続します。これにより、両方のファ
ブリックインターコネクトがお互いのステータスを継続的に監視できます。

ファブリックインターコネクトを接続する前に、以下の情報を確認し、取得してください。

説明項目

• 1つ目のファブリックインターコネクトのコン
ソールポートが、コンピュータまたはコンソー

ルサーバに物理的に接続されている。

•管理イーサネットポート（mgmt0）が外部のハ
ブ、スイッチ、またはルータに接続されている。

•両方のファブリックインターコネクトのL1ポー
トが互いに直接接続されている。

•両方のファブリックインターコネクトのL2ポー
トが互いに直接接続されている。

ファブリックインターコネクトの物理

的な接続を確認します。

• 9600ボー

• 8データビット

•パリティなし

• 1ストップビット

コンピュータ端末でコンソールポート

のパラメータを確認します。

初期セットアップに関する次の情報を収集します。

•システム名

•管理者アカウントのパスワード

• 3つの静的 IPアドレス

• 3つの静的 IPアドレスのサブネットマスク

•デフォルトゲートウェイの IPアドレス

• DNSサーバの IPアドレス

•システムのドメイン名

初期セットアップに関する情報を入手

します。

両方のファブリックインターコネクトが同じセットアッププロセスを通過する必要がありま

す。プライマリファブリックインターコネクトをセットアップして、クラスタ設定用に有効

にします。同じプロセスを使用してセカンダリファブリックインターコネクトをセットアッ

プするときには、最初のファブリックインターコネクトがピアとして検出されます。
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GUIを使用したプライマリファブリックインターコネクトの設定
以下に示すプライマリファブリックインターコネクトの設定手順に従うか、または「Cisco
UCS Manager Initial Setup part 1」を視聴します。

IPv4アドレスは、HyperFlexに必要です。Attention

ステップ 1 ファブリックインターコネクトの電源を入れます。

ファブリックインターコネクトが起動すると、電源投入時セルフテストメッセージが表示されます。

ステップ 2 システムがリースを取得する場合は手順 6に移動します。それ以外の場合は次のステップに進みます。

ステップ 3 コンソールポートに接続します。

ステップ 4 インストール方式プロンプトに guiと入力します。

ステップ 5 システムが DHCPサーバにアクセスできない場合は、次の情報を入力するよう求められます。

•ファブリックインターコネクトの管理ポートの IPv4アドレス。

•ファブリックインターコネクトの管理ポートの IPv4サブネットマスク。

•ファブリックインターコネクトに割り当てられたデフォルトゲートウェイの IPv4アドレス。

ステップ 6 プロンプトから、WebブラウザにWebリンクをコピーし、Cisco UCS ManagerGUI起動ページに移動し
ます。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUI起動ページで [簡易設定（Express Setup）]を選択します。

ステップ 8 [簡易設定（Express Setup）]ページで [初期設定（Initial Setup）]を選択し、[送信（Submit）]をクリック
します。

ステップ 9 [クラスタおよびファブリックの設定（Cluster and Fabric Setup）]領域で、

a) クラスタリングを有効にするオプションをクリックします。
b) [ファブリック設定（Fabric Setup）]オプションで [ファブリック A（Fabric A）]を選択します。
c) [クラスタ IPアドレス（Cluster IP Address）]フィールドに、Cisco UCSManagerで使用する IPv4アド
レスを入力します。

ステップ 10 [System Setup]領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明フィールド

Cisco UCSドメインに割り当てられる名前。

スタンドアロン設定では、システム名に「-A」が追加されま
す。クラスタ設定では、ファブリック Aに割り当てられた
ファブリックインターコネクトに「-A」が、ファブリック B
に割り当てられたファブリックインターコネクトに「-B」が
追加されます。

[システム名（System Name））]フィー
ルド
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説明フィールド

ファブリックインターコネクト上のAdminアカウントに使用
されるパスワード。

CiscoUCSManagerのパスワードのガイドラインに適合する強
力なパスワードを選択します。このパスワードは空にできま

せん。

[Admin Password]フィールド

ファブリックインターコネクト上のAdminアカウントに使用
されるパスワード。

[Confirm Admin Password]フィールド

ファブリックインターコネクト上の管理ポートの静的 IPv4ア
ドレス。

[管理 IPアドレス（Mgmt IP Address）]
フィールド

ファブリックインターコネクトの管理ポートの IPv4サブネッ
トマスクプレフィクス。

[Mgmt IPAddress]に入力したアドレスタイプに基
づいて、システムから [Mgmt IP Netmask]または
[Mgmt IP Prefix]への入力が求められます。

Note

[Mgmt IP Netmask]フィールドまたは
[Mgmt IP Prefix]フィールド

ファブリックインターコネクト上の管理ポートに割り当てら

れるデフォルトゲートウェイの IPv4アドレス。

[Mgmt IP Address]フィールドに入力されたアドレ
スタイプに基づいて、システムから [Default
Gateway]への入力が求められます。

Note

[Default Gateway]フィールド

ファブリックインターコネクトに割り当てられる DNSサー
バの IPv4アドレス。

[DNSサーバ IP（DNSServer IP）]フィー
ルド

ファブリックインターコネクトが存在するドメインの名前。[ドメイン名（Domain Name）]フィール
ド

ステップ 11 [送信（Submit）]をクリックします。
セットアップ操作の結果がページに表示されます。

GUIを使用した従属ファブリックインターコネクトの設定
以下に示す従属ファブリックインターコネクトの設定手順に従うか、または「CiscoUCSManager
Initial Setup part 2」を視聴します。

ステップ 1 ファブリックインターコネクトの電源を入れます。

ファブリックインターコネクトが起動すると、電源投入時セルフテストメッセージが表示されます。
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ステップ 2 システムがリースを取得する場合はステップ 6に移動します。それ以外の場合は次のステップに進みま
す。

ステップ 3 コンソールポートに接続します。

ステップ 4 インストール方式プロンプトに guiと入力します。

ステップ 5 システムが DHCPサーバにアクセスできない場合は、次の情報を入力するよう求められます。

•ファブリックインターコネクトの管理ポートの IPv4アドレス

•ファブリックインターコネクトの管理ポートの IPv4サブネットマスク

•ファブリックインターコネクトに割り当てられたデフォルトゲートウェイの IPv4アドレス

ステップ 6 プロンプトから、WebブラウザにWebリンクをコピーし、Cisco UCS ManagerGUI起動ページに移動し
ます。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUI起動ページで [簡易設定（Express Setup）]を選択します。

ステップ 8 [簡易設定（Express Setup）]ページで [初期設定（Initial Setup）]を選択し、[送信（Submit）]をクリック
します。

ファブリックインターコネクトは、第 1ファブリックインターコネクトの設定情報を検出します。

ステップ 9 [クラスタとファブリックの設定（Cluster and Fabric Setup）]領域で、

a) [クラスタリングを有効にする（Enable Clustering）]オプションを選択します。
b) [ファブリックの設定（Fabric Setup）]オプションに対して [ファブリック B（Fabric B）]が選択され
ていることを確認します。

ステップ 10 [システム設定（System Setup）]領域の [マスターの Adminパスワード（Admin Password of Maste）r]
フィールドに Adminアカウントのパスワードを入力します。
[Managerの初期設定（Manager Initial Setup）]領域が表示されます。

ステップ 11 [Managerの初期設定（Manager Initial Setup）]領域で次の情報を入力します。

説明フィールド

ローカルファブリックインターコネクトのMgmt0
インターフェイスの IPv4アドレスを入力します。

[Peer FI is IPv4 Cluster enabled.ローカルファブリッ
クインターコネクトMgmt0 IPv4アドレスを入力
してください（Peer FI is IPv4 Cluster enabled. Please
Provide Local Fabric Interconnect Mgmt0 IPv4
Address）]フィールド

ステップ 12 [送信（Submit）]をクリックします。

セットアップ操作の結果がページに表示されます。
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WinSCPを使用してインストーラ VMに isoと imgファイ
ルをアップロードするには

ISOと IMGファイルのホストとしてインストーラVMを使用し、Hyper-Vをインストールでき
ます。これを行うには、インストーラにWindows ISOおよび Cisco HyperFlexドライバイメー
ジをアップロードする必要があります。

このガイドの目的は、WinSCPを使用し、利用可能な SCPクライアントを何でも使用できるよ
うになることです。

ステップ 1 Windows用 SCPクライアントをダウンロードします。WinSCP（https://winscp.net/eng/download.php）を使用
できます。ワークステーションにこのクライアントをインストールします。

ステップ 2 WinSCPからインストーラVMに接続します。ユーザ名には「root」、パスワードには「Cisco123」を使用
してください。

システム出荷時のデフォルトパスワードCisco123は、インストール時に変更する必要がありま
す。新しいユーザがパスワードを指定していない限り、インストールを続行できません。

重要
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ステップ 3 キーを受け入れ、キャッシュに追加します。

ステップ 4 接続したら、インストーラでフォルダ /var/www/localhost/images/を参照します。マシン上でローカルファ
イルが保存されている場所を参照してください。

ステップ 5 ファイルを転送します。ブラウザの URLにアクセスする場合ファイル名をコピーできます：
http://<controller_IP>/images/ </controller_IP>
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DNSレコード
次のリストで、ご使用の環境に追加する必要がある DNSレコードを参照してください。

Add-DnsServerResourceRecordA -Name "" -ZoneName "Ciscolab.dk" -AllowUpdateAny -IPv4Address
"" -TimeToLive 01:00:00 -CreatePtr -computername

Add-DnsServerResourceRecordA -Name "" -ZoneName "Ciscolab.dk" -AllowUpdateAny -IPv4Address
"" -TimeToLive 01:00:00 -CreatePtr -computername

Add-DnsServerResourceRecordA -Name "" -ZoneName "Ciscolab.dk" -AllowUpdateAny -IPv4Address
"" -TimeToLive 01:00:00 -CreatePtr -computername

Add-DnsServerResourceRecordA -Name "" -ZoneName "Ciscolab.dk" -AllowUpdateAny -IPv4Address
"" -TimeToLive 01:00:00 -CreatePtr -computername

Add-DnsServerResourceRecordA -Name "" -ZoneName "Ciscolab.dk" -AllowUpdateAny -IPv4Address
"" -TimeToLive 01:00:00 -CreatePtr -computername

Add-DnsServerResourceRecordA -Name "" -ZoneName "Ciscolab.dk" -AllowUpdateAny -IPv4Address
"" -TimeToLive 01:00:00 -CreatePtr -computername

Add-DnsServerResourceRecordA -Name "" -ZoneName "Ciscolab.dk" -AllowUpdateAny -IPv4Address
"" -TimeToLive 01:00:00 -CreatePtr -computername

Add-DnsServerResourceRecordA -Name "" -ZoneName "Ciscolab.dk" -AllowUpdateAny -IPv4Address
"" -TimeToLive 01:00:00 -CreatePtr -computername

Add-DnsServerResourceRecordA -Name "" -ZoneName "Ciscolab.dk" -AllowUpdateAny -IPv4Address
"" -TimeToLive 01:00:00 -CreatePtr -computername

Add-DnsServerResourceRecordA -Name "" -ZoneName "Ciscolab.dk" -AllowUpdateAny -IPv4Address
"" -TimeToLive 01:00:00 -CreatePtr -computername

Add-DnsServerResourceRecordA -Name "" -ZoneName "Ciscolab.dk" -AllowUpdateAny -IPv4Address
"" -TimeToLive 01:00:00 -CreatePtr -computername

Add-DnsServerResourceRecordA -Name "-CNTL" -ZoneName "Ciscolab.dk" -AllowUpdateAny
-IPv4Address "" -TimeToLive 01:00:00 -CreatePtr -computername

Add-DnsServerResourceRecordA -Name "-CNTL" -ZoneName "Ciscolab.dk" -AllowUpdateAny
-IPv4Address "" -TimeToLive 01:00:00 -CreatePtr -computername

Add-DnsServerResourceRecordA -Name "-CNTL" -ZoneName "Ciscolab.dk" -AllowUpdateAny
-IPv4Address "" -TimeToLive 01:00:00 -CreatePtr -computername

Add-DnsServerResourceRecordA -Name "-CNTL" -ZoneName "Ciscolab.dk" -AllowUpdateAny
-IPv4Address "" -TimeToLive 01:00:00 -CreatePtr -computername
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HXサービスアカウントのユーザー名とパスワードの更
新

パスワードの期限が切れた場合、または自発的に変更された場合は、HXクラスタ内で新しい
パスワードを更新する必要があります。Cisco HXサービスアカウントのパスワードを更新す
るには、次の手順に従います。

VMとデータストアへのアクセスは、引き続き新しいパスワードなしで動作します。ただしク
ラスタで、アラート、システムステータス、サポートバンドル、データストアアクセスレ

ポートに問題が発生します。

（注）

始める前に

Cisco HXサービスアカウントのユーザー名が次の形式であることを確認します。

<username@domain.com>

ステップ 1 クラスタ内のいずれかのストレージコントローラノードから resethypervcred -uコマンドを実行します。

例：

次に、コマンドの出力例を示します。

root@cvmhv1:~# resethypervcred -u
Enter service admin name:administrator@domain.com
Enter service admin passwd:
Enter local admin name:administrator
Enter local admin passwd:
Hyperv creds updated successfully

各コントローラ vmに rootユーザーとしてログインし、 hxHyperVSvcMgr の再起動を実行します。

リセットとサービスの再起動が完了したら、HXサービスアカウントユーザとしてHX Connectにログイン
し、ログインが機能し、HX Connectにクラスタ情報が表示されていることを確認します。

ステップ 2 HXサービスアカウントのユーザー名を変更するには、resethypervcred -uコマンドを実行します。

例：

root@cvmhv1:~# resethypervcred -u
Enter service admin name:newhxuser@domain.com
Enter service admin passwd:
Enter local admin name:administrator
Enter local admin passwd:
Hyperv creds updated successfully
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